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は
じ
め
に

　

前
稿（

１
）で

は
、
主
と
し
て
戦
国
時
代
、
後
土
御
門
天
皇
か
ら
後
奈
良
天
皇
ま
で

の
禁
裏
（
内
裏
）
に
所
属
す
る
女
房
を
復
元
し
て
み
た
が
、
今
回
は
そ
の
前
代

に
当
た
る
時
期
、
つ
ま
り
後
土
御
門
天
皇
の
父
に
当
た
る
後
花
園
天
皇
の
時
代

に
つ
い
て
同
じ
試
み
を
行
な
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。

　

こ
の
時
期
に
関
し
て
は
、
以
前
、『
看
聞
日
記
』
の
記
主
で
あ
る
貞
成
親
王

が
当
主
で
あ
る
伏
見
宮
家
の
女
房
に
つ
い
て
復
元
を
試
み
た
が（

２
）、

宮
家
自
体
、

貞
成
の
祖
父
崇
光
院
の
御
所
を
引
き
継
い
で
お
り
、
組
織
面
で
も
人
的
な
側
面

で
も
内
裏
の
そ
れ
と
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
後
花
園
天
皇
自
体
、
貞

成
の
子
彦
仁
が
後
小
松
院
の
養
子
と
し
て
後
嗣
の
絶
え
た
後
光
厳
院
流
の
天
皇

家
の
跡
を
継
い
で
即
位
し
た
た
め
、
特
に
女
房
に
つ
い
て
は
密
接
な
関
係
を
持

つ
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
面
の
検
討
が
本
稿
の
一
つ
の
目
的
で
あ

る
。

　

こ
の
時
期
は
、
内
裏
の
女
房
た
ち
に
と
っ
て
様
々
な
問
題
に
直
面
し
た
時
期

だ
っ
た
。

　

新
し
く
迎
え
ら
れ
た
天
皇
は
、
ま
だ
一
〇
歳
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
世
話
や
教
育

面
を
担
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
に
対
し
て
後
小
松
院
の
指
示
を

受
け
る
ば
か
り
で
な
く
、
実
家
の
貞
成
親
王
や
将
軍
義
教
か
ら
も
様
々
に
介
入

を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
分
裂
し
た
持
明
院
統
天
皇
家

に
お
け
る
崇
光
院
流
（
伏
見
宮
家
）・
後
光
厳
院
流
の
対
立
が
絡
ま
っ
て
お
り
、

さ
ら
に
新
た
に
室
町
殿
と
な
っ
た
義
教
の
公
武
社
会
に
お
け
る
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

の
掌
握
と
い
う
問
題
も
関
わ
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
影
響
を
一
方
的
に
受
け
止

め
る
だ
け
で
な
く
、
内
裏
女
房
と
し
て
の
伝
統
と
自
立
性
を
守
る
こ
と
も
彼
女

た
ち
の
大
事
な
課
題
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

義
満
以
来
、
公
武
社
会
は
政
治
・
経
済
・
文
化
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
で
密
接
な

室
町
時
代
禁
裏
女
房
の
基
礎
的
研
究

―
後
花
園
天
皇
の
時
代
を
中
心
に
―

松

薗
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も
の
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
女
房
た
ち
の
世
界
に
も
及
ん
で
お
り
、
女
房

た
ち
が
こ
れ
ら
の
諸
側
面
で
も
つ
影
響
力
も
ま
た
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

こ
の
時
期
や
は
り
拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
尼
の
世
界
を
も
含
め
て
理
解
を
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
内
裏
・
院
・
宮
家
の
女
房
た
ち
と
室
町
殿
や
管
領
・
守
護
な
ど

の
上
層
の
武
家
に
仕
え
る
女
房
た
ち
、
あ
る
意
味
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
寺
院
の
世

界
に
置
き
換
え
た
尼
た
ち
の
世
界
は
、
京
都
と
い
う
舞
台
の
上
で
ほ
と
ん
ど
一

体
の
も
の
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

公
武
の
接
近
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
治
的
な
問
題
に
関
わ
ら
ざ
る
を
え
な
い
状

況
を
生
み
出
す
。
嘉
吉
元
（
一
四
四
二
）
年
六
月
の
嘉
吉
の
変
に
お
け
る
義
教

の
暗
殺
、
そ
の
二
年
後
に
起
き
た
禁
闕
の
変
も
公
武
ど
ち
ら
に
も
連
動
し
た
事

件
で
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
女
房
た
ち
に
も
大
き
な
試
練
を
も
た
ら
す
こ
と

に
な
っ
た
。
ま
た
、
内
裏
や
院
御
所
で
頻
繁
に
繰
り
返
さ
れ
る
女
房
と
廷
臣
た

ち
と
の
密
通
事
件（

３
）も

、
当
事
者
の
み
な
ら
ず
女
房
た
ち
を
監
督
す
べ
き
地
位
に

あ
る
上
級
女
房
た
ち
に
課
題
を
強
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
こ
の
問
題
に
介
入
し
て

く
る
室
町
殿
自
身
が
内
裏
や
院
の
女
房
た
ち
と
様
々
に
関
係
を
持
っ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
当
該
期
の
女
性
た
ち
の
世
界
は
ま
だ
ま
だ
解
明
す
べ
き
問
題
が

多
い
と
思
わ
れ
、
か
つ
次
の
時
代
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
日
野
富
子
な
ど

の
理
解
に
も
押
さ
え
て
お
く
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

　

以
下
、
後
花
園
天
皇
の
内
裏
女
房
の
復
元
を
行
う
が
、
こ
の
時
代
、
前
半

か
ら
半
ば
に
か
け
て
の
正
長
・
永
享
・
嘉
吉
・
文
安
の
頃
（
一
四
二
八
〜
四
九
）

に
つ
い
て
は
、女
房
に
関
す
る
史
料
が
（
主
に
日
記
で
あ
る
が
）
豊
富
で
あ
る
が
、

後
半
、
宝
徳
・
享
徳
・
康
正
・
長
禄
・
寛
正
（
一
四
四
九
〜
六
四
）
に
つ
い
て

は
史
料
が
少
な
く
、
作
業
も
不
十
分
な
も
の
に
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
か

じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

　

最
初
に
、
今
回
の
作
業
の
結
果
を
概
観
で
き
る
よ
う
に
、
前
稿
と
同
様
、
確

認
さ
れ
た
女
房
た
ち
の
在
任
時
期
を
一
覧
し
た
表
を
ま
ず
提
示
し
て
お
こ
う
。

こ
の
表
の
順
に
以
下
説
明
す
る
。

第
一
章 

上
臈

１　

正
親
町
実
秀
女

　

閑
院
流
藤
原
氏
の
西
園
寺
流
の
庶
流
に
あ
た
る
正
親
町
（
裏
辻
）
実
秀
の
娘

で
あ
り
、
次
の
史
料
①
に
見
え
る
よ
う
に
永
享
四
（
一
四
三
二
）
年
以
降
、
上

臈
と
し
て
確
認
さ
れ
る
。

①「
抑
裏
辻
大
納
言
入
道
一
両
日
逝
去
云
々
、
室
町
殿
御
意
不
快
、
家
領
等
被
二

　

召
放
一

令
二

牢
籠
一

、大
略
餓
死
歟
、不
便
々
々
、息
女
上
臈
禁
裏
祇
候
退
出
云
々
」

（『
看
聞
日
記
』
永
享
四
・
六
・
八
、
以
下
『
看
聞
』
と
略
し
て
表
記
す
る
）

　

こ
の
時
薨
去
し
た
彼
女
の
父
実
秀
は
、
足
利
義
教
の
勘
気
に
遭
い
、
家
領
等
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を
没
収
さ
れ
困
窮
の
う
ち
に
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。
父
の
死
に
よ
り
内
裏
を
退

出
し
た
上
臈
局
は
、
そ
の
後
、
文
安
五
（
一
四
四
八
）
年
に
三
二
歳（

４
）で

亡
く
な

る
ま
で
出
仕
を
続
け
て
い
る
。

　

亡
く
な
っ
た
年
齢
か
ら
逆
算
す
る
と
、
こ
の
永
享
四
年
に
は
一
六
歳
で
、
応

永
二
六
（
一
四
一
九
）
年
生
ま
れ
の
後
花
園
天
皇
よ
り
二
歳
ほ
ど
年
上
で
あ
る
。

彼
女
の
姉
と
思
わ
れ
る
女
性
が
按
察
局
と
し
て
称
光
天
皇
に
仕
え
て
お
り
、
天

皇
と
の
間
に
姫
宮
を
儲
け
、
そ
の
崩
御
後
、
素
服
を
賜
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す

る
と
（『
薩
戒
記
』
正
長
元
・
七
・
二
三
）、
そ
の
姉
の
縁
で
上
臈
と
し
て
出
仕
し

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

出
仕
の
時
期
で
あ
る
が
、
後
土
御
門
天
皇
の
代
に
、
後
述
す
る
後
花
園
院
の

上
臈
が
院
の
崩
後
に
内
裏
に
出
仕
す
る
こ
と
が
問
題
に
な
っ
た
際
に
（
前
稿
）、

先
例
と
し
て
称
光
天
皇
の
上
臈
が
そ
の
崩
御
の
後
に
後
花
園
天
皇
に
出
仕
し
た

こ
と
が
引
勘
さ
れ
て
お
り
（『
親
長
卿
記
』
文
明
三
・
四
・
七
）、
す
で
に
称
光
天
皇

の
代
に
上
臈
と
し
て
召
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
恐
ら
く
称
光
天
皇
の
代
の

上
臈（

５
）で

、
洞
院
満
季
の
猶
子
と
し
て
入
っ
た
と
い
う
女
性
が
そ
れ
に
あ
た
る
と

考
え
ら
れ
る
（『
兼
宣
公
記
』
応
永
三
三
・
七
・
二
一
）。
年
齢
も
一
〇
歳
く
ら
い
と

推
測
さ
れ
、
新
任
の
上
臈
と
し
て
お
か
し
く
は
な
い
。

　

こ
の
時
に
は
、
洞
院
家
の
猶
子
と
し
て
入
内
す
る
か
ど
う
か
で
議
論
が
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
後
に
後
土
御
門
天
皇
の
上
臈
と
し
て
正
親
町
持
季
（
実
秀
子
）

の
娘
が
洞
院
公
数
の
猶
子
と
し
て
入
内
し
て
い
る
が
、「
応
永
度
故
上
臈
局
不
レ

及
二

猶
子
一

可
レ

参
由
有
二

其
沙
汰
一

間
、
祖
父
入
道
殿
堅
被
レ

申
二

所
存
一

者
也
、
是

雖
レ

為
二

洞
院
一
流
一

、三
家
外
不
レ

可
レ

然
故
也
」
と
見
え
る
よ
う
に
（『
綱
光
公
記
』

寛
正
五
・
六
・
二
六
）、
称
光
天
皇
の
上
臈
と
し
て
実
秀
娘
が
出
仕
す
る
際
、
一
旦

は
猶
子
に
せ
ず
と
も
よ
い
と
い
う
判
断
が
下
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
記
主
広
橋

綱
光
の
「
祖
父
入
道
殿
」
つ
ま
り
兼
宣
が
意
見
を
言
い
、
洞
院
満
季
の
猶
子
と

し
て
出
仕
す
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は「
洞
院
一
流
」で
あ
っ

て
も
「
三
家
」
で
な
け
れ
ば
出
仕
は
叶
わ
な
い
と
い
う
先
例
が
存
在
し
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、「
三
家
」
が
ど
の
家
を
指
す
の
か
、
も
う
一
つ
不
明
で

あ
る
も
の
の
、
洞
院
家
の
庶
流
正
親
町
家
は
資
格
が
な
い
と
み
な
さ
れ
た
こ
と

は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
一
度
は
猶
子
と
せ
ず
に
出
仕
で
き
る
と
い
う
判
断
が
下
さ
れ
て
い

た
よ
う
に
、
恐
ら
く
正
親
町
家
側
に
も
言
い
分
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
正
親

町
家
は
、
た
し
か
に
西
園
寺
公
経
の
子
実
雄
か
ら
発
す
る
洞
院
家
の
さ
ら
に
分

家
に
当
た
り
、
実
秀
に
至
る
ま
で
大
納
言
を
極
官
と
し
、
大
臣
に
ま
で
は
達
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
家
格
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
家
祖
と
い
う
べ
き
実
明
（
洞

院
公
守
子
）は
、後
伏
見
天
皇
の
乳
父
と
し
て「
彼
御
所
無
二

左
右
一

之
仁
也
」（『
吉

続
記
』
乾
元
元
・
一
一
・
二
二
）
と
い
わ
れ
、
持
明
院
統
天
皇
家
の
有
力
廷
臣
と

し
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。『
尊
卑
分
脈
』
に
よ
れ
ば
、
数
多
く
の
女
子

を
持
ち
、
伏
見
・
後
伏
見
・
花
園
三
代
の
後
宮
や
広
義
門
院
な
ど
の
女
院
に
入

れ
て
、崇
光
天
皇
の
皇
太
子
で
あ
っ
た
直
仁
親
王
な
ど
多
く
の
皇
子
女
を
儲
け
、
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そ
の
子
公
蔭
の
娘
も
光
厳
上
皇
の
皇
子
を
産
ん
で
い
る
。
こ
の
一
流
は
、
持
明

院
統
天
皇
家
の
後
宮
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た
家
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、
そ
の
伝

統
を
主
張
し
、
閑
院
流
の
嫡
流
諸
家
に
準
じ
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。

　

後
小
松
院
の
意
向
が
強
く
働
い
た
人
事
と
も
思
え
る
が
、
永
享
五
年
一
〇
月

に
院
が
崩
じ
た
際
に
素
服
を
賜
っ
た
人
数
に
は
入
っ
て
い
な
い
（『
看
聞
日
記
』

他
）。
ま
た
、伏
見
宮
家
と
は
あ
ま
り
親
し
い
間
柄
で
は
な
か
っ
た
ら
し
く
、『
看

聞
日
記
』
を
見
て
も
、
永
享
七
年
末
に
宮
家
が
伏
見
よ
り
京
都
に
転
居
す
る
ま

で
宮
家
と
の
交
流
は
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
。

３　

藤
原
冬
子

　

吉
野
芳
恵
氏（

６
）が

詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
三
条
実
量
（
実
尚
）
の
娘
冬
子
が
、

実
秀
女
が
亡
く
な
っ
た
後
に
上
臈
の
地
位
に
就
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
残
念

な
が
ら
在
任
中
に
確
認
で
き
る
史
料
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
上
臈
は
、

典
侍
や
内
侍
た
ち
と
異
な
り
、
内
裏
内
で
対
外
的
に
関
わ
る
職
務
が
ほ
と
ん
ど

な
い
よ
う
で
、
男
性
の
公
家
た
ち
と
公
的
に
接
す
る
機
会
が
少
な
い
た
め
か
、

彼
ら
の
日
記
に
登
場
し
に
く
い
傾
向
が
あ
る
こ
と
に
よ
ろ
う
。

　

恐
ら
く
享
徳
四
（
一
四
五
五
）
年
閏
四
月
に
伊
勢
に
参
宮
し
た
「
内
裏
上
臈

御
局
」
は
こ
の
冬
子
で
あ
ろ
う
（『
師
郷
記
』
享
徳
四
・
閏
四
・
一
八
）。
長
享
三

（
一
四
八
九
）
年
に
四
九
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
（『
実
隆
公
記
』
長
享
三
・
九
・

一
一
）、こ
の
時
一
五
歳
く
ら
い
で
あ
り
、入
内
し
て
間
も
な
い
頃
で
あ
ろ
う
か
。

今
の
と
こ
ろ
そ
の
次
に
確
認
で
き
る
の
は
、
後
花
園
天
皇
譲
位
直
前
の
寛
正
三

（
一
四
六
二
）
年
八
月
に
「
御
船
事
」
に
伴
う
酒
宴
を
催
し
た
「
上
臈
・
典
侍
殿
」、

同
五
年
に
広
橋
綱
光
が
参
じ
て
正
親
町
持
季
の
息
女
を
新
帝
の
上
臈
に
迎
え
る

件
を
相
談
し
た
「
上
臈
局
」
な
ど
に
す
ぎ
な
い
。

　

前
項
で
洞
院
家
が
上
臈
を
出
す
家
柄
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

が
、
同
じ
閑
院
流
の
三
条
家
も
同
様
の
家
格
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

例
え
ば
後
小
松
天
皇
の
代
の
上
臈
は
、
後
小
松
退
位
後
に
そ
の
御
所
で
「
仙

洞
上
臈
」（『
看
聞
』
応
永
二
五
・
五
・
一
九
な
ど
）
と
よ
ば
れ
、
女
房
た
ち
の
中
心

的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
三
条
実
冬
の
娘
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る（

７
）。

実
量

は
こ
の
実
冬
の
孫
に
あ
た
る
。

　

実
冬
の
属
す
る
一
流
は
、
閑
院
流
藤
原
氏
三
条
流
の
嫡
流
で
、
代
々
大
臣
位

ま
で
昇
り
う
る
家
柄
な
上
に
、
実
冬
の
姉
妹
厳
子
（
公
忠
女
）
は
後
小
松
の
母

で
あ
る
か
ら
、
実
冬
は
外
戚
と
し
て
も
優
遇
さ
れ
太
政
大
臣
に
ま
で
昇
っ
た
人

物
で
あ
る
。
こ
の
厳
子
も
後
円
融
天
皇
の
上
臈（

８
）の

地
位
に
あ
り
、
後
小
松
の
生

母
と
し
て
女
院
号
を
与
え
ら
れ
（
通
陽
門
院
）、
そ
の
影
響
下
に
姪
を
息
子
の

後
小
松
の
後
宮
に
送
り
込
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
冬
子
に
つ
い
て
は
、
前

稿
で
後
土
御
門
天
皇
代
の
旧
院
上
臈
と
し
て
述
べ
た
の
で
は
こ
こ
で
は
再
論
し

な
い
。
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第
二
章　

典
侍

（
一
）
藤
原
綱
子
（
大
納
言
典
侍
）

１　

後
花
園
天
皇
践
祚
以
前

　

次
の
史
料
②
に
見
え
る
よ
う
に
、
後
花
園
天
皇
践
祚
時
に
前
代
よ
り
渡
さ
れ

た
女
房
の
一
人
で
あ
る
。

②
「
典
侍

　
　
　
　

権
大
納
言　
一
位
入
道
女
、

先
帝
典
侍　
　
　

大
納
言　
広
橋
一
位
入
道
女
、

同　
　
　
　
　

　
　

内
侍

　
　
　
　

勾
当　
先
帝
勾
当
、
自
院
御
在
位
内
侍

也
、
故
菅
宰
相
秀
長
卿
女　
　
　
　

新
内
侍　
先
帝
御
時
内
侍
也
、
入

道
前
宰
相
永
藤
卿
女

」

（『
薩
戒
記
』
正
長
元
・
七
・
二
八
）

　

藤
原
綱
子
は
、「
広
橋
一
位
入
道
女
」
と
あ
る
よ
う
に
、
義
持
期
に
伝
奏
を

勤
め
た
広
橋
兼
宣
の
娘
で
、
兼
宣
は
応
永
三
二
（
一
四
二
五
）
年
、
六
〇
歳
で

大
納
言
を
辞
し
、
そ
の
年
の
四
月
に
准
大
臣
を
与
え
ら
れ
そ
の
日
に
出
家
し
て

永
享
元
（
一
四
二
九
）
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

　

彼
女
が
典
侍
と
な
っ
た
の
は
、
応
永
九
（
一
四
〇
二
）
年
の
賀
茂
祭
の
女
使

の
典
侍
に
選
ば
れ
た
頃
で
あ
ろ
う
か
（『
吉
田
家
日
次
記
』
応
永
九
・
四
・
二
〇
）。

前
年
の
賀
茂
祭
の
折
に
も
選
ば
れ
て
い
た
が
、
穢
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
辞
退

し
、
当
時
八
歳
の
中
山
満
親
の
娘
が
参
仕
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（『
吉
田
日
次

記
』
応
永
八
・
三
・
二
〇
）。
兼
宣
の
娘
も
こ
の
年
齢
に
近
い
と
す
れ
ば
、
応
永
元

（
一
三
九
四
）
年
頃
の
生
ま
れ
と
な
り
、恐
ら
く
賀
茂
祭
の
典
侍
に
選
ば
れ
た
後
、

し
ば
ら
く
し
て
入
内
し
典
侍
と
し
て
勤
め
始
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
女

は
こ
の
後
、
恐
ら
く
後
花
園
天
皇
が
譲
位
す
る
寛
正
五
（
一
四
六
四
）
年
頃（

９
）ま

で
六
〇
年
の
長
い
間
に
わ
た
っ
て
典
侍
の
職
を
勤
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

内
裏
の
女
房
の
筆
頭
的
な
立
場
で
あ
る
大
納
言
典
侍
に
い
つ
就
任
し
た
か
は

不
明
で
あ
る
が
、
後
小
松
天
皇
代
の
大
納
言
典
侍
は
、
譲
位
後
に
仙
洞
で
大
納

言
典
侍
と
呼
ば
れ
た
甘
露
寺
兼
長
の
娘
経
子
（『
看
聞
』
応
永
三
一
・
五
・
六
な
ど
）

で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
、
応
永
一
九
（
一
四
一
二
）
年
、
称
光
天
皇
即

位
時
あ
た
り
で
大
納
言
典
侍
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
応
永
二
一
年

四
月
一
四
日
に
足
利
義
持
が
父
義
満
の
七
回
忌
の
た
め
に
等
持
寺
で
催
し
た
法

華
八
講
に
内
裏
か
ら
参
じ
た
女
房
三
人
の
中
に
見
え
る
「
大
納
言
典
侍
局
」
は

綱
子
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

精
神
的
に
不
安
定
で
病
弱
な
称
光
天
皇
を
守
ら
な
く
て
は
な
ら
ず
、
当
初
よ

り
苦
労
が
多
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る）

（

。
天
皇
は
応
永
二
五
年
あ
た
り
か
ら

病
気
が
ち
と
な
っ
て
お
り
、
酒
乱
の
傾
向
も
相
ま
っ
て）

（

、
ま
す
ま
す
問
題
行
動

を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
て
い
っ
た
感
が
あ
る
。

　

ま
た
当
時
、
内
裏
・
仙
洞
御
所
と
も
に
女
房
・
女
官
ら
が
公
家
や
武
家
た
ち

と
密
通
事
件
を
し
ば
し
ば
起
こ
し
て
お
り
、
女
房
ら
の
監
督
に
も
意
を
払
わ
な
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け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、こ
れ
ら
の
事
件
の
い
く
つ
か
は
、

後
述
す
る
よ
う
に
天
皇
の
疑
心
暗
鬼
に
よ
る
冤
罪
で
あ
っ
た
も
の
も
少
な
く
な

い
よ
う
で
あ
る
。

　

正
長
二（
一
四
二
九
）年
七
月
、皇
嗣
の
な
か
っ
た
称
光
天
皇
の
崩
御
に
よ
り
、

後
小
松
院
は
、伏
見
宮
貞
成
親
王
の
皇
子
彦
仁
王
を
養
子
に
迎
え
即
位
さ
せ
た
。

新
帝
は
わ
ず
か
一
〇
歳
で
あ
り
、
こ
の
皇
位
継
承
に
あ
た
っ
て
は
当
然
南
朝
関

係
者
の
反
発
も
想
定
さ
れ
た
の
で
あ
り）

（

、
幼
い
天
皇
に
近
侍
す
る
女
房
の
人
選

に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
綱
子
が
、
新
帝
の
大
納

言
典
侍
と
し
て
再
任
さ
れ
た
の
は
、
院
の
信
頼
が
厚
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
称

光
天
皇
時
代
の
実
績
を
認
め
ら
れ
た
か
ら
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

２　

後
花
園
天
皇
践
祚
以
後

　

後
花
園
天
皇
の
代
に
入
っ
て
、
し
ば
ら
く
は
平
穏
な
日
々
が
続
い
た
よ
う
で

あ
る
が
、
や
が
て
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
専
制
君
主
の
顔
を
露
わ
に
し
始
め
た

将
軍
義
教
へ
の
対
応
で
あ
っ
た
ろ
う
。
義
教
は
、よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

公
家
・
武
家
・
僧
侶
を
問
わ
ず
、
厳
し
く
か
つ
冷
酷
な
対
応
で
臨
み
、
後
小
松

院
と
の
関
係
も
次
第
に
悪
化
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
義
教
は
、
院
と
の
駆
け

引
き
の
中
で
、
後
花
園
の
実
家
伏
見
宮
家
を
抱
き
込
も
う
と
し
、
院
・
室
町
殿
・

宮
家
の
間
に
微
妙
な
緊
張
関
係
を
生
じ
さ
せ
て
い
た
。
綱
子
に
と
っ
て
頼
り
に

な
る
老
練
な
父
兼
宣
は
、
す
で
に
代
始
め
の
永
享
元
（
一
四
二
九
）
年
に
亡
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
弟
の
兼
郷
は
権
中
納
言
で
、
永
享
四
年
に
は
院
の
執

権
に
就
い
て
い
た
が
、
ま
だ
彼
女
と
同
じ
く
ら
い
の
年
齢
（
三
〇
代
）
で
、
院

や
義
教
を
相
手
に
す
る
に
は
あ
ま
り
頼
り
に
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
永
享

五
年
一
〇
月
に
院
が
崩
御
す
る
と
、
ま
だ
若
い
天
皇
を
立
て
な
が
ら
、
そ
の
後

宮
に
何
か
と
手
を
伸
ば
し
て
く
る
義
教
と
対
峙
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
苦
労

は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
万
人
恐
怖
」
と
恐
れ
ら
れ
た
義
教
の
勘
気
が
い
つ
こ
ち
ら
に
向
い
て
く
る

か
、
公
家
も
武
家
も
戦
々
恐
々
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
永
享
八
年
一
〇
月
、

つ
い
に
綱
子
の
実
家
広
橋
家
に
も
襲
い
か
か
っ
て
き
た
。
伝
奏
を
勤
め
て
い
た

弟
の
兼
郷
が
「
突
鼻
」
さ
れ
た
上
、
家
領
を
没
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る

（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
藤
原
頼
子
の
項
で
詳
し
く
述
べ
る
）。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
京
都
一
条
東
洞
院
の
伏
見
宮
家
の
御
所
で
は
、
内
裏
伊

与
局
が
生
ん
だ
後
花
園
の
皇
女
（
宮
家
で
養
育
さ
れ
て
い
た
）
の
魚
味
の
儀
式
を

行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
陪
膳
の
役
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
綱
子
は
、
実
家

に
対
す
る
義
教
の
意
向
に
配
慮
し
て
辞
退
を
申
し
出
て
き
た
。
そ
の
理
由
と
し

て
「
凡
父
母
兼
備
人
被　
レ

撰
事
歟
、
此
御
所
人
達
、
幸
ニ
父
母
兼
備
之
間
、
御

陪
膳
可　
レ

被　
レ

候
云
々
」
と
父
母
が
健
在
な
人
を
選
ぶ
べ
き
と
い
う
条
件
が
持
ち

出
さ
れ
て
い
る
が
、
貞
成
は
「
内
々
儀
ハ
典
侍
殿
日
野
就　
二

御
勘
気　
一

、
公
方
御

意
如
何
之
間
斟
酌
云
々
」
と
記
し
、
広
橋
家
に
対
す
る
義
教
の
勘
気
が
原
因
で

あ
る
こ
と
を
十
分
承
知
し
て
い
た
（『
看
聞
』
永
享
八
・
一
一
・
二
二
）。
そ
れ
で
も
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日
は
迫
っ
て
お
り
、
適
任
者
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
再
度
綱
子

に
依
頼
し
、
義
教
の
意
向
を
確
め
ら
れ
た
な
ら
ば
、
と
い
う
返
事
を
何
と
か
引

き
出
し
、
次
の
史
料
③
に
見
え
る
よ
う
に
、
義
教
の
意
向
は
綱
子
で
か
ま
わ
な

い
ら
し
い
と
い
う
情
報
を
提
示
し
て
綱
子
の
承
諾
を
得
た
。

③
「
姫
宮
御
魚
味
事
、
御
陪
膳
典
侍
殿
猶
被
二

故
障
申
一

、
…
御
陪
膳
事
ハ
と
も

か
く
も
可
レ

為
二

御
意
一

云
々
、内
々
御
趣
典
侍
殿
と
被
二

思
食
一

歟
之
由
、内
々

有
二

告
人
一

、
仍
寝
殿
之
儀
治
定
了
、
御
陪
膳
事
、
典
侍
殿
重
令
レ

申
二

公
方
一

伺
申
之
由
示
、
仍
被
二

領
状
申
一

、
勾
当
所
役
ニ
可
レ

被
レ

参
之
由
令
レ

申
、
伊

与
〔
御
母
儀
〕
参
て
可
レ

被
二

拝
見
申
一

之
由
令
レ

申
、
面
々
被
二

領
状
一

…
」

（『
看
聞
』
永
享
八
・
一
一
・
二
七
）

　

こ
の
史
料
③
に
見
え
る
よ
う
に
、「
御
趣
典
侍
殿
と
被
二

思
食
一

歟
」
と
い
う

義
教
の
意
向
を
確
か
め
て
、「
内
々
有
二

告
人
一

」、
つ
ま
り
そ
れ
を
宮
家
に
も
た

ら
し
た
人
物
は
誰
な
の
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
貞
成
の
室
南

御
方
も
し
く
は
入
江
殿
の
尼
西
雲
庵
を
介
し
て
、
義
教
の
室
尹
子
（
三
条
実
雅

の
妹
）
あ
た
り
か
ら
伺
っ
て
も
ら
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
局
面
に

お
い
て
、
宮
家
の
女
性
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
効
果
的
に
機
能
す
る
の
で

あ
る
。

　

内
裏
の
外
に
存
在
す
る
貴
顕
の
女
性
た
ち
の
世
界
に
も
、
内
裏
の
女
房
た
ち

は
目
を
配
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
義
教
は
、
先
例
通

り
将
軍
家
の
正
妻
を
代
々
出
し
て
き
た
日
野
家
か
ら
妻
室
を
入
れ
て
い
る
も
の

の
、
彼
女
た
ち
や
そ
の
実
家
に
対
し
て
極
め
て
冷
た
い
仕
打
ち
を
繰
り
返
し
て

い
た
。
義
教
の
男
子
を
生
ん
だ
裏
松
重
子
の
実
家
で
あ
る
裏
松
義
資
の
と
こ
ろ

に
祝
い
の
挨
拶
に
来
た
人
々
を
、
勘
気
を
蒙
っ
て
籠
居
中
の
人
物
に
自
分
の
許

可
な
く
慶
賀
に
訪
れ
た
と
、
自
身
訪
問
し
た
も
の
ば
か
り
で
な
く
使
者
を
送
っ

た
者
ま
で
す
べ
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、所
領
や
邸
宅
没
収
な
ど
の
処
分
に
し
た
。

そ
の
数
は
「
惣
而
公
家
武
家
僧
俗
行
向
人
六
十
余
人
」
に
及
ん
だ
と
い
い）

（

、
義

資
本
人
は
命
ま
で
失
う
こ
と
に
な
る）

（

。

　

綱
子
も
、
ま
た
綱
子
と
同
様
に
実
家
が
義
教
の
勘
気
を
蒙
っ
て
悲
惨
な
目
に

あ
っ
た
権
大
納
言
典
侍
藤
原
光
子
（
次
項
参
照
）
も
典
侍
と
し
て
の
参
仕
は
継

続
し
て
い
る
。
し
か
し
、
後
小
松
院
も
す
で
に
な
く
、
後
花
園
天
皇
も
ま
だ

一
〇
代
か
ら
二
〇
歳
を
過
ぎ
た
頃
で
ま
だ
義
教
に
対
抗
で
き
る
年
齢
で
は
な

い
。
義
教
に
唯
一
意
見
を
言
え
る
存
在
で
あ
っ
た
醍
醐
寺
三
宝
院
の
満
済
も
永

享
七
年
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
義
教
の
寵

愛
を
一
身
に
集
め
、
実
子
は
な
か
っ
た
も
の
の
義
教
が
亡
く
な
る
ま
で
第
一
夫

人
の
座
を
保
持
し
て
い
た
の
が
三
条
家
の
尹
子
（
当
初
今
上
臈
と
呼
ば
れ
、
後
に

上
様
と
称
さ
れ
た
）
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
女
性
で
は
た
だ
一
人
義
教
を
諌
め
る

こ
と
が
で
き
る
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
恐
ら
く
綱
子
た
ち
が
典
侍
と

し
て
の
地
位
を
守
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
内
裏
・
将
軍
家
、
そ
し
て
後
花
園
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天
皇
の
実
家
伏
見
宮
家
の
女
性
た
ち
、
さ
ら
に
そ
の
娘
た
ち
が
入
室
し
て
い
た

尼
門
跡
の
間
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
こ
の
尹
子
も
結
ば

れ
て
い
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

　

綱
子
の
長
い
在
任
期
間
の
半
ば
に
は
、
嘉
吉
元
（
一
四
四
一
）
年
六
月
に
起

き
た
将
軍
義
教
の
横
死
、
い
わ
ゆ
る
嘉
吉
の
変
が
起
き
、
同
三
年
九
月
に
は
、

南
朝
の
残
党
が
日
野
有
光
と
通
じ
、
内
裏
を
襲
撃
す
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ

た
。
こ
の
禁
闕
の
変
に
は
、「
大
納
言
典
侍
取
二

剣
璽
一

逃
之
処
、
凶
徒
奪
取
、

無
レ

力
被
レ

取
て
女
中
右
往
左
往
へ
逃
出
、
御
乳
人
も
小
袖
は
か
れ
て
逃
出
、
御

所
様
御
行
衛
も
不
レ

知
之
由
泣
々
申
」（『
看
聞
』
嘉
吉
三
・
九
・
二
三
）
と
あ
る
よ

う
に
、
綱
子
は
三
種
の
神
器
の
内
の
剣
と
璽
を
持
っ
て
退
避
し
よ
う
と
し
た
と

こ
ろ
、
押
し
入
っ
た
兵
士
に
奪
わ
れ
、
命
か
ら
が
ら
逃
げ
る
の
が
や
っ
と
で
あ

り
、天
皇
と
も
は
ぐ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
鎌
倉
時
代
、正
応
三
（
一
二
九
〇
）

年
三
月
、後
花
園
の
遠
い
先
祖
に
当
た
る
伏
見
天
皇
の
殺
害
の
た
め
に
内
裏（
二

条
富
小
路
殿
）
に
押
し
入
っ
た
武
士
浅
原
為
頼
の
場
合
、
内
裏
内
部
の
様
子
に

暗
く
、
天
皇
の
居
所
を
な
か
な
か
見
つ
け
ら
れ
ず
に
失
敗
し
た
が
、
今
回
は
公

家
、
そ
れ
も
娘
を
典
侍
（
光
子
）
と
し
て
仕
え
さ
せ
て
い
る
有
力
な
廷
臣
が
手

引
き
し
て
お
り
、
周
到
に
計
画
し
て
侵
入
し
た
よ
う
で
、
天
皇
が
女
房
姿
で
脱

出
し
な
か
っ
た
ら
本
当
に
危
う
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
同
九
・
二
四
）。

　

彼
女
の
長
い
典
侍
生
活
の
後
半
、
も
っ
と
も
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
は
、
内
裏
の
命
婦
で
台
所
別
当
を
勤
め
る
伊
与
局
が
永
享
六
年
一
〇

月
に
後
花
園
天
皇
の
皇
女
を
、
さ
ら
に
八
年
後
の
嘉
吉
二
年
五
月
に
皇
子
を
出

産
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
女
性
は
、
医
道
を
家
業
と

し
、
こ
の
時
期
複
数
の
「
伊
与
局
」
を
輩
出
し
て
い
る
和
気
氏
の
猶
子
と
し
て

参
仕
し
た
が
、
そ
の
本
当
の
出
自
は
、
地
下
の
楽
人
藤
原
孝
長
の
子
で
あ
る
と

噂
さ
れ
て
い
た）

（

。
当
初
こ
の
皇
子
た
ち
は
、
ま
だ
若
い
天
皇
が
い
ず
れ
然
る
べ

き
家
柄
の
女
性
と
の
間
に
皇
子
を
な
せ
ば
、
慣
例
通
り
仏
門
に
入
れ
ら
れ
て
終

わ
る
存
在
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
長
く
内
裏
で
は
な
く

伏
見
宮
家
に
預
け
ら
れ
て
養
育
さ
れ
た
。
し
か
し
、
結
局
他
に
皇
子
が
誕
生
せ

ず
、こ
の
伊
与
局
が
生
ん
だ
皇
子
が
皇
嗣
と
し
て
立
ち
、即
位
す
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
当
初
は
目
立
た
な
か
っ
た
皇
子
と
そ
の
母
親
を
年

月
の
経
過
の
中
で
い
か
に
遇
し
守
っ
て
い
く
か
が
綱
子
の
晩
年
の
課
題
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ま
た
伊
与
の
項
で
述
べ
る
こ
と
に
し

よ
う
。

　

綱
子
は
、
文
安
元
（
一
四
四
四
）
年
に
後
花
園
天
皇
の
御
乳
母
典
侍
に
任
じ

ら
れ
た
。
次
の
史
料
④
に
見
え
る
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
権

大
納
言
典
侍
の
光
子
の
父
有
光
が
禁
闕
の
変
に
与
同
し
誅
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た

め
に
、
彼
女
も
さ
す
が
に
内
裏
を
「
逐
電
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
光
子
の
場
合
、そ
の
祖
父
資
教
が
後
小
松
・
称
光
二
代
に
わ
た
っ

て
御
乳
父
を
勤
め
て
い
た
の
で
そ
の
任
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
綱
子
の
場
合
は
、

そ
の
キ
ャ
リ
ア
と
祖
父
仲
光
の
姉
妹
で
後
光
厳
院
妃
と
な
り
後
円
融
の
生
母
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と
な
っ
た
崇
賢
門
院
の
「
余
芳
」
が
評
価
さ
れ
て
い
る）

（

。
こ
れ
は
天
皇
が
長

年
頼
り
に
し
て
き
た
綱
子
に
対
し
、
そ
の
恩
に
報
い
た
処
遇
と
考
え
ら
れ
よ

う
。

④
「
密
々
以
二

兵
部
卿
一

有
下

被
二

尋
下
一

之
旨
上

、
御
乳
母
典
侍
事
、
日
来
権
大

納
言
典
侍
〔
故
入
道
儀
同
三
司
資
教
公
孫
女
〕、
而
去
年
父
一
位
入
道
〔
有

光
〕
謀
反
与
同
之
時
、
依
二

縁
座
一

逐
電
、
其
後
未
レ

被
レ

定
二

御
乳
母
一

、
如
二

禁
秘
抄
一

者
、
人
数
不
レ

可
レ

限
二

一
人
一

歟
、
猶
可
レ

有
二

人
数
一

歟
、
一
人
モ
不
レ

被
レ

置
之
条
不
レ

可
レ

然
歟
、
大
納
言
典
侍
〔
広
橋
故
儀
同
三
司
兼
宣
公
息
女
〕

若
可
レ

被
レ

定
哉
之
趣
也
、
此
事
日
野
故
時
光
卿
後
円
融
院
御
乳
父
、
以
二

其

由
緒
一

、
彼
親
類
為
二

御
乳
母
典
侍
一

、
後
小
松
院
御
在
位
之
時
、
資
教
卿
為
二

御
乳
父
一

、
以
二

其
由
一

、
彼
親
類
為
二

御
乳
母
典
侍
一

、
称
光
院
御
宇
、
資
教

卿
為
二

御
乳
父
一

、
以
二

□
寄
一

、
権
大
納
言
典
侍
為
二

御
乳
母
一

、
当
今
□
宇
、

無
二

御
乳
父
之
沙
汰
一

、
然
而
権
大
納
言
典
侍
如
レ

元
為
二

御
乳
父（

母
）一

、
仍
有
二

此
御
沙
汰
一

也
、
当
時
大
納
言
典
侍
、
自
二

御
少
年
一

官
仕
之
上
、
崇
賢
門
院

御
余
芳
異
二

于
他
一

歟
、
尤
可
レ

然
事
也
〔
此
趣
申
入
了
〕（
後
略
）」

（『
建
内
記
』
文
安
元
・
五
・
一
二
）

　

後
花
園
天
皇
代
の
後
半
、『
看
聞
日
記
』や『
建
内
記
』が
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
、

女
房
た
ち
の
消
息
を
伝
え
る
史
料
が
激
減
し
て
し
ま
い
、
こ
の
時
期
の
状
況
は

不
明
な
点
が
多
い
が
、
比
較
的
平
穏
な
内
裏
で
の
生
活
を
送
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
彼
女
が
い
つ
亡
く
な
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
二
）
藤
原
光
子
（
有
子
、
権
大
納
言
典
侍
）

　

日
野
有
光
の
娘
で
、
綱
子
と
と
も
に
称
光
天
皇
の
典
侍
に
選
ば
れ
て
権
大
納

言
典
侍
の
女
房
名
を
与
え
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
後
花
園
天
皇
の
典
侍
と
な
っ
た
女

性
で
あ
る
（
史
料
②
）。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
称
光
天
皇
の
代
よ
り
引
き
続

き
御
乳
母
典
侍
の
地
位
に
あ
り
（
史
料
④
）、
大
納
言
典
侍
と
並
ぶ
権
威
を
も
っ

て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

永
享
五
年
一
〇
月
に
後
小
松
院
が
崩
御
し
た
際
に
、
素
服
を
賜
っ
た
女
房

の
一
人
で
あ
り
（『
看
聞
』
永
享
五
・
一
〇
・
二
八
）、
綱
子
は
賜
っ
て
い
な
い
と
こ

ろ
を
み
る
と
、
よ
り
院
に
近
い
存
在
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
父
の
有
光

は
、
次
の
史
料
⑤
に
見
え
る
よ
う
に
後
小
松
院
の
執
権
を
勤
め
て
い
た
人
物

で
あ
っ
た
。

⑤
「
抑
日
野
大
納
言
有
光
卿
〔
当
時
執
権
〕、
今
日
遂
二

出
家
一

云
々
、
亡
母

三
十
三
廻
也
、
仙
洞
御
有
増
可
二

御
共
申
一

之
由
内
々
存
企
、
雖
レ

然
仙
洞
御

素
懐
延
引
之
間
、
存
留
之
処
、
自
二

公
方
一

可
レ

遂
二

出
家
一

之
由
堅
被
レ

仰
、

仍
卅
三
廻
彼
是
出
家
云
々
、
執
権
折
節
無
念
事
歟
」

（『
看
聞
』
応
永
三
二
・
三
・
三
）
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こ
の
日
、
三
九
歳
で
権
大
納
言
の
日
野
有
光
が
突
然
出
家
を
遂
げ
、
人
々
を

驚
か
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
年
齢
的
に
も
ま
だ
出
家
す
る
よ
う
な
年
齢
で
は
な

く
、
亡
き
母
の
三
十
三
回
忌
と
い
う
理
由
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
が
、
誰
も
信

じ
て
い
な
か
っ
た
。
ど
う
も
後
小
松
院
が
出
家
を
予
定
し
て
い
た
の
で
、
後
を

追
っ
て
出
家
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
延
期
に
な
っ
た
の
で
自
分
も
留
ま
っ
た

と
こ
ろ
、
義
持
か
ら
出
家
せ
よ
と
「
堅
く
仰
せ
ら
れ
」
て
し
ま
い
、
出
家
せ
ざ

る
を
え
な
く
な
っ
た
と
い
う
が
、
そ
れ
も
有
力
な
廷
臣
を
辞
め
さ
せ
る
に
は
わ

か
り
に
く
い
理
由
で
あ
る
。

　

こ
の
突
然
の
出
家
に
は
も
う
少
し
事
情
が
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
年
の
正
月
に
彼
の
娘
で
あ
る
権
大
納
言
典
侍
が
流
産
を
し
た
と
い
う
噂
が

流
れ
（『
看
聞
』
応
永
三
二
・
一
・
二
六
）、
有
光
が
出
家
し
た
翌
月
彼
女
の
密
通
の

噂
が
都
を
駆
け
め
ぐ
っ
た
。

⑥
「
…
頭
左
中
弁
宣
光
朝
臣
談
曰
、
右
中
将
実
雅
朝
臣
〔
三
条
大
納
言
息
〕

与
二

内
女
房
権
大
納
言
典
侍
一

〔
日
野
新
一
位
入
道
息
女
、
主
上
御
寵
也
〕

有
二

蜜
通
之
儀
一

、
其
気
色
已
於
二

御
前
一

露
顕
｛
後
聞
、
此
事
頗
虚
命（

名
）云

々
、

不
便
事
也
｝、
可
レ

有
二

罪
科
一

之
由
、
自
レ

内
被
レ

申
レ

院
、
上
皇
再
往
雖
レ

被
二

宥
申
一

、
無
二

御
承
引
之
儀
一

、
仍
解
官
事
可
二

宣
下
一

之
由
被
二

仰
下
一

者
…
」

（『
薩
戒
記
』
応
永
三
二
・
四
・
一
）

　

光
子
が
三
条
実
雅
と
密
通
し
て
い
る
と
思
い
こ
ん
だ
天
皇
は
、
怒
り
心
頭
で

父
の
後
小
松
院
に
彼
ら
を
罪
科
に
処
す
る
よ
う
に
と
訴
え
た
ら
し
い
。
院
は
再

三
宥
め
た
が
天
皇
は
収
ま
ら
ず
、
つ
い
に
実
雅
は
解
官
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
事
件
は
、こ
の
手
の
話
が
大
好
き
な
伏
見
宮
貞
成
親
王
の
耳
に
も
入
り
、

そ
の
日
記
に
顛
末
を
記
し
て
い
る
。

⑦
「
抑
三
条
中
将
実
雅
朝
臣
内
裏
蒙
二

勅
勘
一

籠
居
云
々
、御
懴
法
散
花
役
人
也
、

装
束
用
意
之
処
被
レ

止
二

出
仕
一

、
計
会
々
々
、
其
故
者
、
去
廿
九
日
彼
朝
臣

内
裏
へ
被
レ

進
二

一
献
一

、
而
大
納
言
典
侍
殿
依
二

酔
気
一

早
出
、
酸
臥
之
所
へ

彼
朝
臣
尋
行
云
々
、
主
上
狼
藉
之
由
被
レ

仰
、
逆
鱗
忽
有
二

勅
勘
一

、
軈
此
由

仙
洞
へ
被
レ

申
被
二

追
籠
一

、
更
無
レ

咎
之
由
父
大
納
言
陳
申
之
間
、
同
罪
之

由
被
レ

仰
、然
而
室
町
殿
被
二

執
申
一

、亜
相
ハ
御
免
、実
雅
朝
臣
ハ
籠
居
云
々
、

不
便
々
々
」

（『
看
聞
』
応
永
三
二
・
四
・
七
）

　

貞
成
が
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
内
裏
で
の
宴
席
で
酔
い
が
ま
わ
り
、
そ

の
場
か
ら
下
が
り
「
醉
臥
」
し
て
い
た
「
大
納
言
典
侍
」（
恐
ら
く
権
大
納
言
典

侍
の
誤
り
）
を
実
雅
（
当
時
一
七
歳
）
が
訪
れ
た
と
、
天
皇
が
耳
に
し
て
腹
を
立
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て
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
天
皇
は
実
雅
を
勅
勘
し
た
だ
け
で
は

収
ま
ら
ず
、
父
の
院
に
訴
え
て
典
侍
を
も
「
追
籠
」
め
て
し
ま
い
、
更
に
息
子

を
弁
護
し
た
そ
の
父
三
条
公
雅
を
も
同
罪
に
せ
よ
、
と
院
に
ね
じ
込
ん
だ
こ
と

で
事
が
大
き
く
な
り
、
結
局
の
と
こ
ろ
義
持
が
仲
介
に
入
っ
て
、
実
雅
の
謹
慎

の
み
で
済
ん
だ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

実
雅
は
後
に
仙
洞
の
女
房
と
密
通
事
件
を
起
こ
し
た
り
も
し
て
い
る
の
で

（『
看
聞
』
永
享
二
・
五
・
一
一
）、
ま
っ
た
く
の
潔
白
と
は
言
い
難
い
が
、『
薩
戒
記
』

の
記
主
中
山
定
親
も
、
後
で
聞
い
た
話
と
し
て
「
此
事
頗
虚
命（

名
）云

々
」
と
密
通

そ
の
も
の
に
は
懐
疑
的
で
あ
り
、
ま
た
貞
成
が
記
す
よ
う
に
、
酒
席
で
の
戯
れ

事
に
対
し
、
正
月
の
彼
女
の
流
産
の
噂
な
ど
で
神
経
過
敏
と
な
っ
て
い
た
天
皇

（
こ
の
時
二
五
歳
）
の
精
神
状
態
の
方
が
問
題
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
有
光
の

娘
に
対
す
る
称
光
天
皇
の
寵
愛
の
深
さ
は
天
皇
の
精
神
状
態
を
ま
す
ま
す
不
安

定
な
も
の
と
し
た
。
そ
の
上
、
院
の
執
権
と
し
て
権
勢
を
振
う
有
光
に
対
す
る

義
持
や
公
家
た
ち
の
反
発
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
院
が
有
光
を
擁
護
し

た
形
跡
が
見
え
な
い
の
も
彼
の
敵
の
多
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
な
お
、
こ
の
応
永

三
二
年
に
起
き
た
三
条
実
雅
の
事
件
と
和
気
保
成
が
や
は
り
称
光
天
皇
寵
愛
の

女
官
と
密
通
し
た
と
い
う
事
件
（『
看
聞
』
応
永
三
二
・
六
・
二
）
に
つ
い
て
、
坂

本
和
久
氏（

３
）は

、
こ
の
年
の
貞
成
の
親
王
宣
下
の
問
題
と
関
連
付
け
て
い
る
が
、

影
響
が
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
も
の
の
、
ひ
と
ま
ず
別
な
問
題
と
考
え
て
お

い
た
方
が
よ
い
よ
う
に
思
う
。

　

永
享
二
年
、
有
光
は
、
今
度
は
義
教
の
勘
気
を
蒙
り
、
他
の
公
家
ら
と
同
様

に
所
領
を
没
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
（『
看
聞
』
永
享
二
・
六
・
一
一
）。
一
旦
は
赦
免

さ
れ
た
よ
う
だ
が（『
看
聞
』永
享
三
・
五
・
八
）、「
日
野
宗
領｛
代
々
｝管
領
之
地
也
」

で
あ
っ
た
能
登
国
若
山
庄
は
返
付
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
院
の
崩
御
後
の

永
享
六
年
に
は
す
べ
て
の
所
領
没
収
と
い
う
目
に
あ
い
、
隠
居
に
追
い
込
ま
れ

て
し
ま
っ
た
（『
看
聞
』
永
享
六
・
二
・
二
八
）。
そ
れ
で
も
光
子
は
典
侍
の
職
務
を

続
け
て
い
た
が
、
義
教
が
参
内
し
た
際
の
宴
席
に
祇
候
し
な
い
よ
う
に
圧
力
を

か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
典
侍
と
し
て
の
参
仕
が
一
時
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
（『
看
聞
』
永
享
六
・
八
・
四
）。
し
か
し
、
永
享
八
年
、
大
納
言
典
侍
綱

子
の
実
家
広
橋
家
が
没
落
す
る
と
と
も
に
、
今
度
は
隠
居
し
て
い
た
光
子
の
兄

弟
資
親
が
召
し
出
さ
れ
、
広
橋
家
の
所
領
三
ヶ
所
を
拝
領
し
て
廟
堂
に
復
帰
す

る
こ
と
に
な
り
（『
看
聞
』
永
享
八
・
一
〇
・
二
九
）、
彼
女
も
典
侍
と
し
て
の
参
仕

を
続
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る）

（

。
し
か
し
、
嘉
吉
三
（
一
四
四
三
）
年
、
前
述
の

禁
闕
の
変
で
、
有
光
・
資
親
親
子
は
と
も
に
処
刑
さ
れ
、
彼
女
も
内
裏
を
逐
電

し
て
（
史
料
④
）、
そ
の
後
の
消
息
は
不
明
で
あ
る
。

（
三
）
そ
の
他
の
典
侍
た
ち

　

表
２
は
、
上
記
の
二
人
及
び
次
に
述
べ
る
藤
原
僚
子
以
外
で
当
該
期
典
侍
と

し
て
確
認
さ
れ
る
女
房
た
ち
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
応
七
人
ほ
ど
確
認
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さ
れ
る
が
、
主
な
史
料
は
賀
茂
祭
の
女
使
の
典
侍
に
選
ば
れ
た
記
事
で
、
実
際

に
内
裏
で
日
常
的
に
勤
務
し
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

そ
の
七
人
と
は
、
中
山
満
親
の
娘
で
、
後
花
園
天
皇
の
時
代
の
初
期
に
典
侍

と
し
て
見
え
る
藤
原
僚
子
、
日
野
家
秀
（
元
秀
光
）
の
娘
で
広
橋
兼
郷
の
猶
子

と
し
て
出
仕
し
た
藤
原
頼
子
、
そ
れ
に
同
じ
く
日
野
家
秀
の
娘
で
永
享
一
〇
年

あ
た
り
か
ら
新
典
侍
と
呼
ば
れ
て
い
た
女
性
、
文
安
四
（
一
四
四
七
）
年
か
ら

享
徳
二（
一
四
五
三
）年
に
か
け
て
賀
茂
祭
の
典
侍
と
し
て
み
え
る
藤
原
継
子（
中

御
門
宗
継
の
娘
）、
そ
れ
に
藤
原
有
光
の
娘
と
考
え
ら
れ
る
藤
原
有
子
、
月
輪
家

輔
の
娘
、
そ
れ
に
甘
露
寺
親
長
の
娘
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
回
ず
つ
賀
茂
祭
の
典
侍

と
し
て
の
記
事
が
残
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
比
較
的
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
四

人
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

１　

藤
原
僚
子

　

ま
ず
、
藤
原
僚
子
（
中
山
満
親
女
）
に
つ
い
て
は
、『
薩
戒
記
』
記
主
中
山
定

親
の
妹
で
、
そ
の
日
記
に
「
典
侍
当
時
三
人
、
所
謂
綱
子
〔
従
四
位
下
、
故
兼

宣
卿
女
〕・
光
子
〔
正
五
位
下
、
入
道
一
位
有
光
卿
女
〕・
僚
子
〔
従
五
位
下
、

予
妹
〕
等
也
」（
永
享
二
・
一
二
・
二
五
）
と
あ
り
、
後
花
園
天
皇
の
典
侍
で
あ
っ

た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ま
た
、
す
で
に
称
光
天
皇
の
代
に
も
賀
茂
祭
の
女
使
と

し
て
参
仕
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
（『
薩
戒
記
』
応
永
三
二
・
四
・
二
一
）。
し

か
し
、
そ
の
後
も
彼
の
日
記
に
は
、
賀
茂
祭
の
女
使
に
選
ば
れ
た
時
し
か
彼
女

の
こ
と
が
現
わ
れ
ず
、
そ
れ
は
永
享
九
年
ま
で
は
確
認
さ
れ
る
が）

（

、
以
後
の
消

息
は
不
明
で
あ
る
。
応
永
三
二
（
一
四
二
五
）
年
に
一
〇
歳
で
あ
り
（
同
前
）、

永
享
九
（
一
四
三
七
）
年
に
は
二
二
歳
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
す
で
に
典
侍
と

し
て
御
所
内
で
勤
仕
し
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
当
時
の
史

料
に
は
そ
れ
ら
し
き
女
房
は
見
え
な
い
。

２　

藤
原
頼
子

　

日
野
家
秀
の
娘
頼
子
は
、
永
享
五
（
一
四
三
三
）
年
四
月
一
一
日
に
典
侍
に

任
じ
ら
れ
、
一
四
日
の
賀
茂
祭
に
女
使
と
し
て
参
仕
し
た
。
家
秀
は
日
野
有
光

の
弟
で
、
元
は
量
光
と
呼
ば
れ
、
応
永
二
五
年
頃
に
秀
光
と
改
名
、
更
に
永
享

三
年
、
権
中
納
言
の
時
に
家
秀
と
改
め
た
が
、
翌
年
六
月
一
日
、「
所
労
危
急
」

に
よ
っ
て
急
遽
権
大
納
言
に
昇
進
し
そ
の
日
に
薨
じ
た
。
三
二
歳
の
若
さ
で
こ

の
昇
進
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
永
享
二
年
四
月
以
来
院
の
執
権
を
勤
め
、
後

小
松
院
の
寵
臣
の
一
人
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う）

（

。
こ
の
秀
光
に
は
、
日
野
家

の
嫡
流
が
代
々
相
伝
し
て
き
た
能
登
国
若
山
庄
が
与
え
ら
れ
て
い
た
が
、
男
子

が
い
な
か
っ
た
た
め
、
広
橋
兼
郷
の
長
子
春
龍
丸
（
八
歳
）
が
猶
子
と
し
て
秀

光
の
遺
跡
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
（『
看
聞
』
永
享
四
・
六
・
二
、六
・
四
）。
し

か
し
不
幸
に
も
そ
の
年
の
九
月
一
一
日
に
病
死
し
て
し
ま
い
、
一
旦
は
保
留
と

な
っ
た
が
、
兼
郷
自
身
が
秀
光
の
遺
跡
を
相
続
し
て
日
野
を
名
乗
り
、
広
橋
家

は
次
子
の
綱
光
に
継
が
せ
る
よ
う
に
と
の
義
教
の
命
が
下
っ
た
の
で
あ
る
（
同
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前
九
・
一
一
、一
〇
・
一
一
）。

　

当
時
の
史
料
で
は
確
認
で
き
な
い
が
、『
尊
卑
分
脈
』
の
秀
光
女
子
の
注
に

「
為
二

兼
郷
卿
子
一

」
と
見
え
る
よ
う
に
、
こ
の
兼
郷
が
日
野
家
の
遺
跡
を
継
承

し
た
段
階
で
残
さ
れ
て
い
た
娘
た
ち
の
中
に
は
兼
郷
に
引
き
取
ら
れ
た
者
が
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
頼
子
が
最
初
に
典
侍
と
し
て
現
れ
る
永
享
五
年
四
月
一
四
日

の
賀
茂
祭
の
記
事
に
つ
い
て
、『
看
聞
日
記
』
で
は
「
典
侍
広
橋
息
女
〔
六
歳
〕」、

『
薩
戒
記
』
で
は
「
典
侍
頼
子
〔
故
権
大
納
言
家
秀
卿
女
也
〕」、『
師
郷
記
』
で

は
「
日
野
中
納
言
沙
汰
立
之
」
と
あ
る
の
は
、
兼
郷
が
こ
の
時
点
で
日
野
を
名

乗
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
家
秀
息
女
の
頼
子
が
広
橋
家
の
猶
子
と
し
て
典
侍
に

立
っ
た
が
た
め
、
こ
の
よ
う
に
三
様
の
表
現
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
表
２
に
見
え
る
よ
う
に
、
頼
子
が
永
享
八
年
の
賀
茂
祭

で
は
「
日
野
中
納
言
息
女
」
と
あ
り
、
そ
れ
が
嘉
吉
三
年
で
は
「
広
橋
中
納
言

女
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
兼
郷
が
、
義
教
の
勘
気
を
蒙
っ
て

相
続
し
た
日
野
家
ば
か
り
で
な
く
広
橋
家
の
家
領
ま
で
没
収
さ
れ
て
し
ま
い）

（

、

籠
居
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
も
兼
郷
が
日
野
を
名
乗
り
続

け
て
い
た
た
め
、
日
野
一
門
の
中
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
出
る
よ
う
に
な
り
（『
建

内
記
』
嘉
吉
元
・
一
〇
・
九
）、
次
第
に
元
の
広
橋
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
こ
と
が
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

表
２
の
頼
子
の
項
の
文
安
四
年
に
見
え
る
よ
う
に
、
こ
の
一
九
歳
の
頃
、
見

習
い
の
若
い
典
侍
に
付
け
ら
れ
る
「
め
め
典
侍
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
嘉
吉
三

年
の
項
に
見
え
る
「
め
ゝ
典
侍
」
も
頼
子
と
考
え
ら
れ
る
。
文
安
四
年
以
後
、

一
人
前
の
女
房
名
が
与
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な

い
。
頼
子
は
後
花
園
天
皇
譲
位
後
も
引
き
続
き
後
土
御
門
天
皇
の
典
侍
に
任
命

さ
れ
、大
納
言
典
侍
の
地
位
に
就
い
た）

（

。
次
の
新
典
侍
の
項
で
触
れ
る
よ
う
に
、

す
で
に
後
花
園
天
皇
の
代
に
大
納
言
典
侍
に
就
い
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

３　

新
典
侍
（
日
野
秀
光
女
）

　

日
野
家
秀
（
元
秀
光
）
の
娘
は
も
う
一
人
い
て
、
や
は
り
典
侍
と
し
て
出
仕

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
表
２
の
藤
原
？
（
日
野
家
秀
（
元
秀
光
）
女
）
の
項
で
、

彼
女
が
初
め
て
現
れ
る
永
享
七
年
の
と
こ
ろ
を
見
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
彼
女

は
前
記
の
頼
子
よ
り
年
上
で
あ
り
、
ま
た
、
文
安
元
年
の
と
こ
ろ
で
わ
か
る
よ

う
に
、
頼
子
が
ま
だ
「
め
ゝ
典
侍
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
頃
に
す
で
に
新
典
侍
と

い
う
一
人
前
の
女
房
名
を
称
し
て
い
た
。
不
思
議
な
の
は
、
彼
女
は
、
管
見
に

入
っ
た
限
り
で
は
あ
る
が
、
史
料
で
は
家
秀
の
元
の
名
秀
光
の
娘
と
注
記
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
、
今
の
と
こ
ろ
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
単
に
家
秀
へ
の
改
名

が
亡
く
な
る
直
前
に
行
わ
れ
た
た
め
、
人
々
に
余
り
周
知
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
だ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

表
２
に
見
え
る
よ
う
に
、
新
典
侍
は
文
安
五
年
に
後
花
園
天
皇
の
皇
女
を
産

ん
で
い
る
。
こ
の
皇
女
は
前
述
の
『
尊
卑
分
脈
』
の
秀
光
の
子
で
「
郷
子
」
と

注
記
が
あ
る
女
子
の
注
に
「
真
乗
寺
宮
御
母
儀
」
と
し
て
見
え
る
、
尼
門
跡
真
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乗
寺
に
入
っ
た
皇
女
を
指
す
の
で
あ
ろ
う（『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』に
は
見
え
な
い
）。

『
尊
卑
分
脈
』
に
記
載
さ
れ
た
秀
光
女
子
は
二
人
だ
け
で
あ
り
、一
方
に
は
「
比

丘
」「
号
平
岡
」
と
注
記
さ
れ
る
よ
う
に
尼
と
な
っ
た
女
子
で
あ
り
、
内
裏
女

房
は
「
後
花
園
院
大
納
言
典
侍
」
と
注
記
さ
れ
た
一
人
だ
け
で
あ
る
が
、
実
際

に
は
こ
こ
で
述
べ
た
よ
う
に
二
人
い
た
ら
し
く
、『
尊
卑
分
脈
』
の
注
は
そ
の

二
人
の
事
績
を
合
体
し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
も
し
こ
の
「
後
花
園

院
大
納
言
典
侍
」
の
注
記
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
前
述
の
頼
子
が
す

で
に
後
花
園
天
皇
の
代
に
、
綱
子
よ
り
大
納
言
典
侍
の
職
を
受
け
継
い
で
い
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
そ
れ
を
示
す
史
料
は
管
見
に
入
ら
な

い
。４　

藤
原
親
子

　

甘
露
寺
親
長
の
娘
で
、『
尊
卑
分
脈
』
に
「
典
侍　

親
子
」
と
し
て
「
後
花

園
院
御
在
位
之
時
伺
候
、
後
遁
世
」
と
注
記
が
あ
る
。
寛
正
三
（
一
四
六
二
）

年
の
賀
茂
祭
に
父
親
長
の
「
沙
汰
」
で
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
が
、
当
日
は
本
人

の
「
月
水
事
」
に
よ
っ
て
別
人
に
変
更
さ
れ
た
新
典
侍
が
こ
の
親
子
と
考
え
ら

れ
る
（『
綱
光
公
記
』
寛
正
三
・
二
・
七
、四
・
二
〇
）。
文
明
一
八
（
一
四
八
六
）
年
に

四
三
歳
で
亡
く
な
っ
た
「
親
長
卿
嫡
女
」
で
「
故
院
大
納
言
比
丘
尼
」
は
こ
の

親
子
と
考
え
ら
れ
（『
実
隆
公
記
』
文
明
一
八
・
三
・
二
八
）、
逆
算
す
る
と
賀
茂
祭

の
典
侍
に
立
っ
た
の
は
一
九
歳
の
時
と
な
り
、
こ
の
少
し
前
に
典
侍
に
参
仕
し

た
と
推
測
さ
れ
る
。
後
花
園
天
皇
退
位
後
、
院
の
女
房
と
な
っ
て
大
納
言
局
と

よ
ば
れ
、
恐
ら
く
院
の
崩
御
（
文
明
二
年
）
に
よ
っ
て
出
家
し
た
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。

第
三
章　

内
侍

　

こ
の
時
期
の
勾
当
内
侍
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
吉
野
氏
の
論
文
で
詳
細
に
論

じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
い
く
つ
か
補
足
す
る
の
み
で
概
略
を
示
し
て
お
こ
う
。

１　

菅
原
茂
子
（
勾
当
↓
宰
相
典
侍
）

　

東
坊
城
（
菅
原
）
秀
長
の
娘
で
、
康
正
元
（
一
四
五
五
）
年
一
〇
月
に
七
九

歳
で
出
家
し
た
と
い
う
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
（『
師
郷
記
』
康
正
元
・

一
〇
・
二
〇
）、
逆
算
す
る
と
永
和
三
（
一
三
七
七
）
年
生
ま
れ
で
あ
る
。
後
小

松
天
皇
の
時
代）

（

、
応
永
三
（
一
三
九
六
）
年
に
す
で
に
新
内
侍
と
し
て
活
動
が

見
え
（『
荒
暦
』
応
永
三
・
四
・
一
三
）、そ
の
後
、い
く
つ
か
記
事
が
確
認
さ
れ
る
が
、

応
永
九
年
の
吉
田
祭
で
は
、
何
か
の
手
違
い
か
ら
参
仕
せ
ず
に
父
秀
長
の
邸
に

下
が
っ
て
し
ま
い
、後
小
松
天
皇
の
勅
勘
を
受
け
た
（『
吉
田
家
日
次
記
』
応
永
九
・

一
一
・
五
）。
そ
の
後
、
関
連
記
事
を
見
出
せ
え
な
い
が
、
恐
ら
く
後
小
松
譲
位

と
と
も
に
院
の
御
所
の
女
房
と
な
り
、
別
当
局
と
称
し
た
よ
う
で
あ
る）

（

。

　

応
永
二
九
（
一
四
二
二
）
年
、
茂
子
は
仙
洞
の
女
房
か
ら
、
勾
当
内
侍
に
抜

擢
さ
れ
る
。
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⑧
「
抑
禁
裏
御
悩
事
、
典
侍
禅
尼
ニ
遣
二

書
状
一

之
処
、
被
レ

返
了
、
其
故
者
、

勾
当
職
仙
洞
別
当
局
〔
菅
宰
相
娘（

妹
）〕

被
レ

補
了
、
長
階
局
ニ
此
間
移
住
云
々
、

於
二

于
今
一

禁
裏
御
事
不
レ

可
二

申
次
一

之
由
被
レ

申
、
驚
入
也
、
典
侍
禅
尼
籠

居
以
後
、
彼
親
類
｛
右
衛
門
督
局
｝
被
レ

補
二

勾
当
一

了
、
但
一
両
年
里
ニ
籠

居
、
有
二

公
事
一

之
時
被
二

召
出
一

云
々
、
別
当
局
此
職
連
々
所
望
之
由
兼
聞
レ

之
、
遂
被
レ

補
了
、｛
右
衛
門
督
局
｝
前
勾
当
失
二

面
目
一

、
典
侍
禅
尼
老
後

恥
辱
尤
不
便
也
、
故
北
山
殿
御
時
蒙
二

寵
愛
一

値
二

栄
幸
一

、
暫
時
思
出
如
レ

夢
、

天
上
五
衰
被
レ

歎
者
哉
」

（『
看
聞
』
応
永
二
九
・
六
・
一
三
）

　
『
看
聞
日
記
』
記
主
貞
成
が
、
称
光
天
皇
の
病
気
の
見
舞
い
を
取
り
次
い
で

も
ら
う
た
め
に
、
前
勾
当
内
侍
の
藤
原
能
子
（
典
侍
禅
尼
）
に
書
状
を
送
っ
た

と
こ
ろ
、
返
さ
れ
て
き
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
彼
女
の
「
親
類）

（

」
で
勾

当
内
侍
に
補
さ
れ
て
い
た
右
衛
門
督
局
が
急
に
更
迭
さ
れ
、
新
た
に
仙
洞
別
当

局
（
茂
子
）
が
勾
当
内
侍
に
任
ぜ
ら
れ
て
長
橋
局
に
移
住
し
て
き
た
た
め
、
も

う
内
裏
と
の
取
り
次
ぎ
は
無
理
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
右
衛
門
督
局
は
、
こ
こ

一
、二
年
里
に
籠
居
し
て
お
り
、
公
事
で
所
役
が
あ
る
場
合
に
だ
け
召
さ
れ
て

出
仕
し
て
い
た
ら
し
い
が
、
別
当
局
は
前
々
か
ら
こ
の
地
位
を
望
ん
で
お
り
、

そ
の
辺
り
の
事
情
に
つ
け
こ
ん
で
手
に
入
れ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
茂
子
が
勾

当
内
侍
に
補
任
さ
れ
た
正
確
な
日
次
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
四
月
二
三
日
の

賀
茂
祭
に
「
仙
洞
別
当
局
」
が
見
え
て
い
る
の
で
（『
兼
宣
公
記
』）、そ
れ
以
後
、

史
料
⑧
の
六
月
一
三
日
ま
で
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

正
長
元
（
一
四
二
八
）
年
七
月
、
後
花
園
天
皇
即
位
と
と
も
に
、
前
朝
よ
り

勾
当
内
侍
（
菅
原
茂
子
）
と
高
倉
（
冷
泉
）
永
藤
の
娘
新
内
侍
（
藤
原
藤
子
）
が

渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（『
薩
戒
記
』
正
長
元
・
七
・
二
八
）。
普
通
は
、
彼
女

た
ち
に
加
え
て
新
し
く
内
侍
が
任
ぜ
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
天
皇
が
幼
い
こ

と
も
あ
り
、『
薩
戒
記
』
に
「
掌
侍
当
時
二
人
、
茂
子
〔
勾
当
、
従
四
位
下
〕・

藤
子
〔
従
五
位
下
〕
也
、
同
皆
去
春
被
レ

叙
了
、
然
而
於
二

勾
当
内
侍
一

者
為
二

女

工
所
勾
当
一

之
間
、若
猶
可
二

加
階
一

歟
、同
可
二

伺
定
一

云
々
」
と
あ
る
よ
う
に
（
永

享
二
・
一
二
・
二
五
）、
し
ば
ら
く
こ
の
二
人
体
制
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま

た
こ
の
記
事
に
見
え
る
よ
う
に
茂
子
は
こ
の
年
の
春
に
従
四
位
下
に
叙
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
永
享
五
（
一
四
三
三
）
年
正
月
三
日
、
後
花
園
天
皇
が
元
服
し
、

さ
ら
に
一
〇
月
の
後
小
松
院
崩
御
に
よ
っ
て
、
院
の
女
房
の
う
ち
現
勾
当
内
侍

の
姪
に
当
た
る
左
衛
門
督
局（
東
坊
城
長
頼
の
娘
、菅
原
孝
子
）と
前
勾
当
内
侍（
故

典
侍
禅
尼
）
の
や
は
り
姪
に
当
た
る
右
衛
門
督
が
内
裏
に
内
侍
と
し
て
参
仕
す

る
こ
と
に
な
り
、
本
来
の
内
侍
の
体
制
に
も
ど
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で

あ
る（『
看
聞
』永
享
五
・
一
二
・
二
二
）。
こ
の
崩
御
に
際
し
て
は
、勾
当
内
侍
茂
子
、

新
内
侍
藤
子
と
も
に
素
服
を
賜
っ
て
い
る
（『
看
聞
』
永
享
五
・
一
一
・
一
〇
な
ど
）。

　

茂
子
が
自
身
の
姪
で
あ
る
孝
子
に
勾
当
の
地
位
を
い
つ
譲
っ
た
か
を
示
す
史
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料
は
今
の
と
こ
ろ
管
見
に
入
ら
な
い
が
、
嘉
吉
二
年
四
月
の
賀
茂
祭
に
は
典
侍

と
し
て
女
使
を
勤
め
て
い
る
の
で
（『
師
郷
記
』
嘉
吉
二
・
四
・
一
九
）、
こ
れ
以
前

で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
孝
子
の
中
内
侍
と
し
て
の
活
動
は
、
今
の
と
こ

ろ
嘉
吉
元
年
三
月
が
最
後
で
あ
る
の
で
（『
看
聞
』
嘉
吉
元
・
三
・
八
）、
こ
れ
よ

り
後
に
な
る
。
も
う
少
し
時
期
が
限
定
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
勾
当
内
侍
は
、

伏
見
宮
家
が
永
享
七
年
一
二
月
に
伏
見
か
ら
京
都
一
条
東
洞
院
の
引
っ
越
し
し

て
き
た
後
、
毎
年
正
月
の
末
に
大
納
言
典
侍
と
と
も
に
宮
家
に
年
始
の
挨
拶
に

訪
れ
る
の
が
恒
例
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
『
看
聞
』
か
ら
知
ら
れ
る）

（

。
と
こ
ろ

が
嘉
吉
三
年
の
際
は
、「
大
典
侍
・
宰
相
典
侍
・
勾
当
内
侍
・
伊
予
参
、
勾
当

ハ
初
参
也
、
仍
進
折
紙
」
と
あ
り
（『
看
聞
』
嘉
吉
三
・
一
・
二
九
）、
新
旧
の
勾
当

内
侍
の
宮
家
訪
問
に
際
し
、
勾
当
は
初
め
て
来
た
と
わ
ざ
わ
ざ
注
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
日
記
は
欠
け
て
い
る
も
の
の
、
前
年
の
訪
問
の
際
に
は

彼
女
は
宮
家
を
訪
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
勾
当
内
侍
が
交
替

し
た
の
は
、
嘉
吉
二
年
の
正
月
以
後
、
前
述
の
よ
う
に
典
侍
と
し
て
参
仕
し
た

四
月
の
賀
茂
祭
以
前
の
三
か
月
程
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
賀
茂
祭
の
典
侍

は
準
備
の
た
め
に
三
月
に
は
選
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
二
月
も
し
く
は
三

月
の
間
に
補
任
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

茂
子
は
宰
相
典
侍
と
号
し
、
以
後
長
き
に
わ
た
っ
て
典
侍
を
勤
め
、
度
々
賀

茂
祭
に
も
参
仕
し
て
い
る）

（

。
そ
し
て
、
こ
の
項
の
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
康

正
元
（
一
四
五
五
）
年
一
〇
月
七
九
歳
で
出
家
し
、
従
三
位
に
叙
さ
れ
た
。
没

年
は
不
明
で
あ
る
が
、
寛
正
三
（
一
四
六
二
）
年
に
広
橋
綱
光
が
「
菅
亜
相
亭
」

（
東
坊
城
益
長
、
前
権
大
納
言
）
を
訪
れ
、
勾
当
内
侍
（
孝
子
）
と
と
も
に
「
三
位

局
」
を
見
舞
っ
て
い
る
が
、
こ
の
三
位
局
は
茂
子
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
八
〇

歳
半
ば
ま
で
は
存
命
し
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
（『
綱
光
公
記
』
寛
正
三
・
五
・

一
八
）。

２　

菅
原
孝
子(

後
小
松
院
左
衛
門
督
↓
中
内
侍
↓
勾
当
内
侍
↓
典
侍)

　

東
坊
城
長
頼
の
娘
で
あ
り）

（

、
す
で
に
前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
称
光
天
皇
の

応
永
二
九
年
よ
り
叔
母
の
茂
子
と
と
も
に
後
小
松
院
の
女
房
（
左
衛
門
督
）
と

し
て
活
動
が
確
認
さ
れ
る
（『
兼
宣
公
記
』
応
永
二
九
・
四
・
二
三
他
）。
彼
女
は
、

応
永
三
二
年
の
春
日
祭
で
は
、
院
の
女
房
で
あ
り
な
が
ら
内
侍
の
役
を
勤
め
て

お
り
（『
薩
戒
記
』
応
永
三
二
・
一
一
・
一
三
）、
す
で
に
こ
の
頃
よ
り
内
侍
の
地
位

へ
の
意
欲
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
永
享
五
年
に
内
侍
に
補
任
し
、
中
内
侍
と
呼
ば
れ
て
い
た

が
（『
看
聞
』
永
享
九
・
一
・
一
三
な
ど
）、
前
述
の
よ
う
に
嘉
吉
二
年
の
二
月
も
し

く
は
三
月
頃
に
勾
当
内
侍
に
任
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、『
建
内
記
』

嘉
吉
元
年
一
二
月
二
一
日
に
見
え
る
勾
当
内
侍
は
前
勾
当
の
茂
子
、
同
二
年
正

月
か
ら
三
月
ま
で
の
日
記
は
欠
け
て
お
り
、
次
に
四
月
一
〇
日
に
見
え
る
勾
当

内
侍
は
孝
子
と
比
定
し
て
お
く
。
嘉
吉
三
年
九
月
の
禁
闕
の
変
で
は
、「
自
二

門
一々

凶
徒
乱
二

入
内
裏
一

、先
局
町
長
橋
辺
付
火
之
間
」（『
康
富
記
』
嘉
吉
三
・
九
・
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二
三
）
と
あ
る
よ
う
に
、
内
裏
に
乱
入
し
た
南
朝
の
遺
臣
た
ち
は
ま
ず
長
橋
局

に
侵
入
し
放
火
し
た
よ
う
で
、
彼
女
も
命
か
ら
が
ら
脱
出
し
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。

　

孝
子
は
、
文
正
元
（
一
四
六
六
）
年
四
月
、
典
侍
に
任
ぜ
ら
れ
、
勾
当
内
侍

を
そ
れ
以
前
に
辞
し
た
（『
後
法
興
院
記
』
文
正
元
・
四
・
一
九
）。
後
土
御
門
天
皇

の
時
代
と
な
っ
て
も
彼
女
ら
し
き
典
侍
の
活
動
は
見
え
ず
、
し
ば
ら
く
し
て
出

家
し
た
か
亡
く
な
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る）

（

。

３　

藤
原
藤
子
（
新
内
侍
↓
藤
内
侍
）

　

冷
泉
（
高
倉
）
永
藤
の
娘
で
、
称
光
天
皇
の
応
永
三
二
（
一
四
二
五
）
年

一
一
月
に
内
侍
と
し
て
入
内
し
、
新
内
侍
と
よ
ば
れ
（『
薩
戒
記
』
応
永

三
二
・
一
一
・
一
二
）、後
花
園
践
祚
後
も
そ
の
ま
ま
新
内
侍
と
し
て
参
仕
し
た
（
同

前
正
長
元
・
七
・
二
八
）。
永
享
二
（
一
四
三
〇
）
年
の
春
に
は
従
五
位
下
に
叙
さ

れ
て
い
る
（
同
前
永
享
二
・
一
二
・
二
五
）。
永
享
五
年
の
後
小
松
院
の
崩
御
に
際

し
て
は
、
勾
当
内
侍
茂
子
と
共
に
素
服
を
賜
っ
て
い
る
（『
師
郷
記
』
永
享
五
・

一
一
・
六
な
ど
）。

　

永
享
一
〇
年
頃
か
ら
は
、
藤
内
侍
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
（『
看
聞
』

永
享
一
〇
・
二
・
一
〇
な
ど
）、
文
安
四
（
一
四
四
七
）
年
四
月
、「
藤
内
侍
〔
故
宰

相
入
道
｛
冷
泉
｝
永
藤
卿
女
、
右
兵
衛
督
永
豊
卿
妹
、
禁
中
不
断
祇
候
也
〕
逝

去
、
病
気
不
経
幾
日
云
々
、
不
便
〃
〃
」
と
あ
る
よ
う
に
病
気
で
亡
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
（『
建
内
記
』
文
安
四
・
四
・
二
七
）。
三
七
歳
で
あ
っ
た
と
い
う
（『
師
郷

記
』
同
前
）。

４　

右
衛
門
督

　

勾
当
内
侍
菅
原
茂
子
の
姪
孝
子
と
共
に
、
永
享
五
年
に
院
の
女
房）

（

か
ら
内
侍

と
し
て
補
任
さ
れ
（『
看
聞
』
永
享
五
・
一
二
・
二
二
）、
そ
の
ま
ま
右
衛
門
内
侍
と

呼
ば
れ
参
仕
し
た
。
彼
女
は
後
小
松
院
か
ら
称
光
天
皇
の
時
代
に
か
け
て
勾
当

内
侍
を
勤
め
て
い
た
藤
原
能
子
（
典
侍
禅
尼
）
の
姪
に
当
た
る
女
性
で
あ
る
（
同

前
）。
文
安
元
（
一
四
四
四
）
年
に
は
彼
女
が
申
請
し
た
「
尾
張
国
長
田
郷
・
播

磨
国
福
田
保
并
勘
解
由
小
路
烏
丸
敷
地
事
」
に
つ
い
て
の
当
知
行
安
堵
が
認
め

ら
れ
て
い
る
（『
建
内
記
』
文
安
元
・
四
・
二
三
）。
後
花
園
譲
位
後
は
、
院
の
女

房
に
転
じ
、『
親
長
卿
記
』
文
明
三
年
正
月
二
〇
日
条
に
見
え
る
「
旧
院
女
房
」

（
後
花
園
院
は
前
年
一
二
月
に
崩
御
）
の
一
人
「
右
衛
門
督
局
」
は
彼
女
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
の
消
息
は
管
見
に
入
ら
な
い
。

５　

新
内
侍
（
左
衛
門
督
↓
左
衛
門
内
侍
）

　

こ
の
内
侍
の
こ
と
は
、
す
で
に
前
稿
の
後
土
御
門
天
皇
の
内
侍
の
項
の
３
で

述
べ
た
が
、
訂
正
す
べ
き
点
も
あ
る
の
で）

（

、
改
め
て
整
理
し
て
お
こ
う
。

　

次
の
史
料
⑨
に
見
え
る
よ
う
に
、「
去
年
十
二
月
晦
日
」
つ
ま
り
文
明
三

（
一
四
七
一
）
年
一
二
月
に
内
裏
で
、「
新
内
侍
〔
菅
宰
相
顕
長
息
女
〕」
と
座
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次
相
論
を
起
こ
し
た
女
房
は
、「
旧
院
女
房
〔
旧
院
御
在
位
之
時
、
新
内
侍
也
、

御
脱
屣
之
後
別
当
〕
左
衛
門
督
局
〔
前
菅
大
納
言
益
長
息
女
也
〕」
と
あ
り
、

旧
院
（
後
花
園
）
が
在
位
中
に
新
内
侍
と
呼
ば
れ
、
譲
位
後
、
院
に
お
い
て
別

当
局
も
し
く
は
左
衛
門
督
局
と
よ
ば
れ
て
い
た
女
房
で
あ
る
。

⑨
「
旧
院
女
房
〔
旧
院
御
在
位
之
時
、
新
内
侍
也
、
御
脱
屣
之
後
別
当
〕
左

衛
門
督
局
〔
前
菅
大
納
言
益
長
息
女
也
〕、
去
年
十
二
月
晦
日
参
二

内
裏
一

、

与
二

新
内
侍
一

〔
菅
宰
相
顕
長
息
女
〕
座
次
事
及
二

相
論
一

、
兼
日
被
レ

注
、
新

内
侍
者
自
レ

元
内
裏
祇
候
、
左
衛
門
督
局
〔
可
レ

号
二

左
衛
門
内
侍
一

云
々
〕、

為
二

旧
院
祇
候
之
女
房
一

、
為
二

当
参
一

之
間
、
可
レ

為
二

下
臈
一

云
々
、
但
旧
院

御
脱
屣
之
始
、
一
日
節
供
、
院
女
房
参
二

内
裏
一

、
々
々
女
房
参
レ

院
之
時
、

臈
次
ハ
先
左
衛
門
督
、
次
新
内
侍
也
、
為
レ

是
如
何
之
由
已
及
二

勅
問
一

〔
一

条
大
閤
〕、
猶
左
衛
門
督
内
侍
上
首
可
レ

叶
二

道
裡
一

云
々
、
仍
為
二

上
首
分
一

也
、
随
二

思
出
一

記
レ

之
」

（『
親
長
卿
記
』
文
明
四
・
二
・
八
）

　

彼
女
は
、
東
坊
城
（
菅
原
）
益
長
の
娘
と
あ
る
。『
尊
卑
分
脈
』
に
は
、
益

長
の
娘
と
し
て
後
柏
原
天
皇
の
勾
当
内
侍
で
あ
っ
た
松
子
し
か
所
載
さ
れ
て
い

な
い
が）

（

、
ど
う
も
も
う
一
人
い
た
ら
し
い
。

　
『
親
長
卿
記
』
の
文
正
元
（
一
四
六
六
）
年
の
日
記
に
は
三
月
二
日
条
以
降
、

後
花
園
院
御
所
の
左
衛
門
督
と
い

う
女
房
の
宛
の
書
状
が
し
ば
し
ば

書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

が
こ
の
も
う
一
人
の
益
長
の
娘
で

あ
ろ
う）

（

。

　

後
土
御
門
天
皇
の
代
の
初
め
の

こ
ろ
、
内
裏
の
内
侍
を
補
う
た
め

か
、
元
内
侍
で
あ
っ
た
左
衛
門
督

局
が
再
び
内
侍
と
し
て
（
左
衛
門
内

侍
）
出
仕
を
請
わ
れ
参
内
し
た
際
、

新
内
侍
と
し
て
参
仕
し
て
い
た
菅

原
顕
長
の
息
女
と
席
次
の
順
を
め

ぐ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
を
生
じ
た
の
で

あ
る
。
結
局
、
天
皇
は
「
一
条
大

閤
」
つ
ま
り
一
条
兼
良
に
諮
問
さ

れ
、
左
衛
門
内
侍
を
上
席
と
し
た
と
い
う
。
こ
れ
に
は
東
坊
城
家
内
部
に
お
け

る
嫡
流
・
庶
流
の
争
い
が
反
映
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
左
衛
門
内
侍
は
、
こ
の
史
料
⑨
以
降
は
、
そ
の
事
績
を
確
認
し
え
て
い

な
い
。
次
に
こ
の
東
坊
城
家
か
ら
輩
出
し
た
内
侍
た
ち
の
系
図
上
の
位
置
関
係

を
整
理
し
て
提
示
し
て
お
く
。
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６　

新
内
侍

　

永
享
一
三
（
一
四
四
一
）
年
正
月
一
〇
日
、「
故

永
盛
卿
息
女
」
で
あ
る
新
内
侍
は
、
将
軍
義
教
が

酌
を
し
た
酒
を
飲
ま
な
か
っ
た
の
で
、「
向
後
不
可

参
」
と
命
じ
ら
れ
、
内
裏
も
退
出
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
が
、
義
教
か
ら
内
裏
ま
で
退
出
す
る
の
は

「
不
レ

可
レ

然
」
と
い
う
申
し
出
が
あ
り
、
戻
っ
た
と

い
う）

（

。
そ
の
後
、
新
内
侍
と
し
て
の
活
動
が
確
認

さ
れ
（『
看
聞
』
嘉
吉
三
・
一
〇
・
一
六
な
ど
）、
文
安

四
（
一
四
四
七
）
年
に
高
倉
永
知
が
一
八
歳
で
亡

く
な
っ
た
際
、「
姉
者
内
侍
也
、
依
二

去
年
喪
母
一

、

未
レ

参
二

局
辺
一

云
々
」
と
記
さ
れ
た
内
侍
は
こ
の
女

性
で
あ
ろ
う
（『
建
内
記
』
文
安
四
・
七
・
一
二
）。
文

安
六
年
の
春
日
祭
に
参
仕
し
た
新
内
侍
も
こ
の
高

倉
永
盛
の
娘
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
が
（『
康
富
記
』

文
安
六
・
二
・
二
一
）、
そ
の
後
の
消
息
は
管
見
に
入

ら
な
い
。
次
の
系
図
２
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ

の
高
倉
家
も
多
く
の
勾
当
内
侍
を
輩
出
し
た
家
で

あ
る）

（

。

７　

藤
原
春
子
（
小
内
侍
↓
右
衛
門
内
侍
）

　

前
稿
の
後
土
御
門
天
皇
の
内
侍
の
項
に
掲
示
し
た
、
四
辻
季
保
が
高
倉
家
か

ら
迎
え
た
養
女
春
子
の
こ
と
。
詳
細
は
前
稿
参
照
。
彼
女
は
、文
安
四
年
の『
建

内
記
』
に
「
小
内
侍
」
と
見
え）

（

、
長
禄
四
（
一
四
六
〇
）
年
頃
に
右
衛
門
内
侍

と
称
し
て
い
た
。

第
四
章　

命
婦
他

１　

和
気
郷
子
（
伊
与
局
）

　

前
稿
で
、
後
土
御
門
天
皇
時
代
か
ら
残
る
『
御
湯
殿
上
日
記
』
に
お
い
て
、

典
侍
・
内
侍
と
と
も
に
そ
の
女
房
名
を
時
に
「
い
よ
殿）

（

」
と
敬
称
を
付
さ
れ
て

明
記
さ
れ
、
鞍
馬
や
清
荒
神
に
交
替
で
天
皇
の
代
参
を
行
う
メ
ン
バ
ー
に
も
含

ま
れ
て
い
る
、
伊
与
と
い
う
名
の
女
房
の
存
在
を
指
摘
し
て
お
い
た
。
彼
女
は

少
な
く
と
も
前
稿
に
お
い
て
対
象
と
し
た
後
土
御
門
〜
後
奈
良
の
三
代
の
天
皇

の
間
連
続
し
て
登
場
す
る
。
当
然
そ
の
期
間
一
人
で
は
な
く
、
家
子
・
就
子
二

人
の
和
気
氏
の
女
性
た
ち
（
た
だ
し
後
述
す
る
よ
う
に
実
子
で
は
な
い
）
が
交
替

し
て
参
仕
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
典
侍
や
内
侍
と
共
に
禁
裏
女
房
の
幹
部
的

な
ポ
ス
ト
を
構
成
し
、
ま
た
宮
廷
の
医
道
を
世
襲
す
る
和
気
氏
の
一
流
の
女
性

た
ち
が
代
々
占
め
て
い
た
伊
与
局
と
い
う
存
在
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
形
成
さ
れ
た

の
だ
ろ
う
か
。
少
し
前
の
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。



96

人間文化　第31号



97

室町時代禁裏女房の基礎的研究（松　薗）
　

南
北
朝
期
の
終
わ
り
か
ら
室
町
期
に
か
け
て
、
表
３
に
示
し
た
よ
う
に
五
人

の
伊
与
局
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
四
人
が
和
気
氏
、
も
し
く
は
そ
の
猶

子
と
し
て
出
仕
し
た
女
性
で
あ
る
。
表
３
の
１
源
澄
子
と
２
の
和
気
成
子
と
の

間
に
も
う
一
人
く
ら
い
別
な
伊
与
局
の
い
た
可
能
性
が
あ
る
が
今
の
と
こ
ろ
確

認
し
て
い
な
い
。

　

表
３
の
１
・
２
・
４
・
５
の
四
人
に
つ
い
て
掲
示
し
た
関
係
史
料
か
ら
も
知
ら

れ
る
よ
う
に
、
こ
の
伊
与
局
は
前
代
か
ら
の
女
房
の
種
類
で
い
え
ば
命
婦
と
よ

ば
れ
る
女
房
で
、
鎌
倉
時
代
、
順
徳
天
皇
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
『
禁
秘
抄
』

に
は
「
中
臈
」
の
項
に
「
是
昔
号
二

命
婦
一

、
侍
臣
女
已
下
也
、
諸
大
夫
良
家
子
、

医
陰
陽
道
等
猶
号
二

中
臈
一

、八
幡
別
当
女
同
、凡
一
切
者
多
中
臈
品
也
」と
あ
り
、

ラ
ン
ク
的
に
は
内
侍
（
掌
侍
）
と
同
じ
で
あ
る
が
、
日
常
的
に
貴
族
ら
に
接
し

て
天
皇
と
の
取
り
次
ぎ
を
行
な
い
、
節
会
な
ど
の
儀
式
や
朝
廷
が
関
わ
る
諸
社

の
祭
な
ど
に
も
所
役
を
持
つ
内
侍
よ
り
は
下
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
た
め
か
、
儀
式
作
法
な
ど
に
知
識
を
必
要
と
し
、
そ
の
た
め
の
特

定
の
教
育
が
要
求
さ
れ
る
内
侍
な
ど
に
対
し
て
、
天
皇
の
近
侍
が
可
能
で
あ
り

な
が
ら
、
そ
れ
程
実
務
能
力
を
必
要
と
せ
ず
、
よ
り
広
範
囲
に
募
集
す
る
こ
と

の
で
き
る
ポ
ス
ト
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。『
禁
秘
抄
』に
見
え
る
よ
う
に
、

す
で
に
早
く
か
ら
医
道
・
陰
陽
道
な
ど
天
皇
の
日
常
の
健
康
管
理
に
関
わ
る
専

門
の
家
の
女
性
た
ち
が
送
り
込
ま
れ
て
い
た
が
、
こ
の
時
代
に
は
、
侍
医
や
陰

陽
師
た
ち
を
通
じ
て
、
家
柄
や
身
分
に
枠
が
あ
る
典
侍
や
内
侍
よ
り
、
よ
り
広

範
囲
の
階
層
の
女
性
を
送
り
込
む
ル
ー
ト
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
考

え
ら
れ
る
。

　

当
該
期
に
お
い
て
和
気
氏
出
身
の
最
初
の
伊
与
局
は
広
成
の
娘
で
あ
る
が
、

表
３
に
「
故
鹿
苑
院
殿
之
御
時
渡
二

参
彼
御
方
一

」
と
見
え
る
よ
う
に
、
彼
女
は

恐
ら
く
義
満
の
目
に
と
ま
り
、
室
町
殿
の
女
房
と
な
り
坊
門
局
と
よ
ば
れ
て
一

生
を
終
え
た
。
義
満
以
下
、
頻
繁
に
内
裏
や
院
の
御
所
に
出
か
け
、
そ
こ
の
女

房
た
ち
と
関
係
を
持
つ
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
う
い
う
場
で
貴

顕
と
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
地
位
の
女
房
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

和
気
氏
の
伊
与
局
で
次
に
現
れ
る
の
が
、
表
３
の
３
の
女
性
で
あ
り
、
台
所

別
当
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
女
性
で
あ
る）

（

。
彼
女
は
も
と
も
と
持
明
院
基
親
と
い

う
公
卿
の
娘
で
あ
る
が
、
逆
に
身
分
が
高
か
っ
た
た
め
、
和
気
郷
成
の
猶
子
と

い
う
形
で
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
近
日
主
上
御
寵
異
レ

他
」
と
見
え
る

よ
う
に
称
光
天
皇
の
寵
愛
を
受
け
、
懐
妊
し
て
皇
女
を
産
ん
だ
が
、
む
し
ろ
和

気
郷
成
が
天
皇
に
気
に
入
ら
れ
る
よ
う
な
女
性
を
探
し
て
参
内
さ
せ
て
い
た
と

い
う
の
が
実
状
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
天
皇
の
子
を
懐
妊
し
た
た
め
、

そ
の
家
の
ラ
ン
ク
を
上
げ
る
た
め
に
上
級
貴
族
で
当
時
権
大
納
言
の
裏
辻
実
秀

の
猶
子
と
さ
れ
た）

（

。
表
３
の
彼
女
の
項
に
載
せ
た
『
薩
戒
記
』
に
「
最
初
号
二

伊
予
局
一

〔
下
臈
也
〕」
と
あ
る
よ
う
に
、
公
卿
た
ち
か
ら
見
れ
ば
こ
の
段
階
の

伊
与
局
は
「
下
臈
」
の
女
房
で
あ
り
、
天
皇
の
皇
子
女
を
産
む
女
性
の
地
位
と

し
て
は
そ
ぐ
わ
な
い
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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後
花
園
天
皇
の
時
代
の
伊
与
局
は
、
表
３
の
４
に
提
示
し
た
最
初
の
名
が
和

気
郷
子
で
あ
る
女
性
で
あ
る
。
す
で
に
大
納
言
典
侍
藤
原
綱
子
の
と
こ
ろ
で
触

れ
た
が
、
地
下
の
楽
人
藤
原
孝
長
の
娘
を
和
気
郷
成
の
猶
子
と
し
て
入
内
さ
せ

た
女
性
で
あ
り
、
永
享
五
（
一
四
三
三
）
年
一
〇
月
に
崩
御
し
た
後
小
松
院
の

素
服
を
賜
っ
た
女
房
の
一
人
と
し
て
現
れ
る
の
が
史
料
的
な
初
見
で
あ
る
。
長

享
二
（
一
四
八
八
）
年
に
七
八
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
（『
後
法
興
院
記
』

長
享
二
・
四
・
二
八
）、
こ
の
時
二
三
歳
で
、
翌
年
に
後
花
園
の
皇
女
を
産
ん
だ
時
、

彼
女
は
二
四
歳
、応
永
二
六
（
一
四
一
九
）
年
生
ま
れ
の
天
皇
は
一
五
歳
で
あ
っ

た
。

　

こ
の
皇
女
は
伏
見
宮
家
で
養
育
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
永
享
六
年
一
二
月
に

宮
家
に
迎
え
ら
れ
（『
看
聞
』
永
享
六
・
一
二
・
一
五
）、
以
後
、「
内
裏
姫
宮
」
と

し
て
宮
家
に
迎
え
ら
れ
、
貞
成
の
子
女
ら
と
一
緒
に
育
て
ら
れ
、
後
に
尼
門
跡

の
安
禅
寺
に
入
室
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（『
看
聞
』
嘉
吉
元
・
四
・
二
八
、『
建
内
記
』

同
・
五
・
七
）。

　

嘉
吉
二
（
一
四
四
二
）
年
に
誕
生
し
た
皇
子
（
後
の
成
仁
王
）
も
伏
見
宮
家
で

養
育
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
翌
三
年
九
月
の
禁
闕
の
変
に
際
し
て
は
、
宮
家
の

女
房
二
条
が
抱
き
か
か
え
て
他
の
宮
た
ち
と
と
も
に
御
所
か
ら
宮
家
近
臣
の
慈

光
寺
持
経
の
亭
に
避
難
し
た
（『
看
聞
』
嘉
吉
三
・
九
・
二
三
）。
こ
の
年
の
一
二
月

二
一
日
に
は
宮
家
で
髪
置
の
儀
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
「
只
宮
ニ
て
被
二

養
申
一

」
と
あ
る
よ
う
に
、
ま
だ
普
通
の
皇
子
の
一
人
と
し
て
養
育
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
後
花
園
天
皇
は
ま
だ
二
〇
代
前
半
で
あ
る
か
ら
、
当
然

別
な
家
柄
の
よ
い
女
房
に
皇
子
が
誕
生
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。

　

後
花
園
天
皇
時
代
の
彼
女
の
消
息
は
、
文
安
五
（
一
四
四
八
）
年
あ
た
り
ま

で
は
追
う
こ
と
が
で
き
、『
康
富
記
』
に
は
「
禁
裏
別
当
局
〔
伊
与
殿
〕」
と
表

記
さ
れ
（
表
３
参
照
）、
別
当
局
も
し
く
は
伊
与
局
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
康
富

が
和
気
保
家
（
郷
成
子
）
と
会
っ
た
際
に
も
「
別
当
局
伊
与
殿
者
彼
朝
臣
妹
之

故
也
」
と
記
し
（『
康
富
記
』
文
安
四
・
一
二
・
一
一
）、
そ
の
頃
ま
で
は
彼
女
の
身

分
に
別
段
の
変
化
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

⑩
「
今
日
当
今
母
儀
准
后
〔
信
子
｛
元
郷
子
、
改
名
也
｝、
実
父
故
藤
原
孝
長

朝
臣
也
、
故
和
気
郷
成
朝
臣
為
二

猶
子
一

、
其
後
保
家
朝
臣
猶
子
、
後
又
故

大
炊
御
門
入
道
前
内
大
臣
｛
信
宗
公
、
去
年
正
月
廿
六
日
贈
太
政
大
臣
、

十
三
回
云
々
、
没
後
称
号
可
二

尋
記
一

｝
為
二

猶
子
一

、
依
二

当
今
母
儀
一

也
、

先
年
御
出
家
、
御
尼
躰
也
、
御
歳
七
十
一
歳
、
新
院
御
代
被
レ

下
号
二

伊
与
一

、

御
在
所
正
親
町
東
洞
院
｛
内
々
此
間
号
二

東
洞
院
殿
一

｝、
自
二

去
年
一

御
新
造

也
、
内
裏
之
北
也
〕
院
号
定
也
」

（『
宣
胤
卿
記
』
文
明
一
三
・
七
・
二
六
）

　

彼
女
は
、
こ
の
史
料
⑩
に
見
え
る
よ
う
に
、
後
に
大
臣
家
の
大
炊
御
門
信
宗
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の
猶
子
と
さ
れ
、
藤
原
信
子
と
改
名
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
表
３
の
文
明
三

年
の
出
家
の
記
事
に
も
見
え
て
い
る
）。
恐
ら
く
彼
女
の
産
ん
だ
皇
子
（
成
仁
）
が

皇
位
を
継
承
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
時
期
は
は
っ
き

り
し
な
い
が
、
文
正
元
（
一
四
六
六
）
年
に
彼
女
が
従
二
位
に
叙
せ
ら
れ
た
際
、

「
藤
原
信
子
」
と
い
う
名
で
叙
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
れ
以
前
で
あ
る
こ
と
は
確

か
で
あ
る
（『
後
法
興
院
記
』
文
正
元
・
四
・
一
九
）。
成
仁
は
、長
禄
元
（
一
四
五
七
）

年
一
二
月
一
九
日
親
王
宣
下
が
な
さ
れ
、
翌
年
四
月
一
七
日
に
は
内
裏
で
元
服

の
儀
が
行
わ
れ
（『
続
史
愚
抄
』）、
立
太
子
の
儀
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
皇
儲

で
あ
る
こ
と
が
公
的
に
示
さ
れ
た
。
大
炊
御
門
信
宗
の
猶
子
と
な
っ
た
の
は
こ

の
前
後
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

史
料
⑩
に
「
新
院
御
代
」
つ
ま
り
後
花
園
天
皇
の
在
位
中
に
伊
与
と
号
し
た

が
、
そ
の
邸
宅
と
さ
れ
た
場
所
「
正
親
町
東
洞
院
」
に
因
み
、
内
々
「
東
洞
院

殿
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
邸
宅
は
、
当
時
内
裏
が
あ
っ

た
一
条
東
洞
院
殿
（
旧
伏
見
宮
御
所
）
の
近
く
に
あ
り
、
康
正
二
年
に
再
建
さ

れ
た
土
御
門
内
裏
（
土
御
門
東
洞
院
）
の
北
側
に
立
地
し
て
い
る
。

　

彼
女
は
、
後
土
御
門
天
皇
の
代
に
な
る
と
、
天
皇
の
生
母
と
し
て
厚
く
遇
さ

れ
、
文
明
三
（
一
四
七
一
）
年
正
月
に
出
家
す
る
が
、
そ
の
年
の
八
月
に
准
三

后
を
宣
下
さ
れ
、
さ
ら
に
史
料
⑩
に
み
え
る
よ
う
に
文
明
一
三
年
に
は
女
院
と

な
っ
て
嘉
楽
門
院
と
号
し
、
長
享
二
（
一
四
八
八
）
年
四
月
に
崩
御
し
た
。
下

級
官
人
の
娘
で
一
命
婦
と
し
て
入
内
し
な
が
ら
、
天
皇
の
生
母
と
し
て
女
院
に

ま
で
駆
け
上
っ
た
訳
で
あ
り
、
当
時
と
し
て
は
稀
に
見
る
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー

リ
ー
と
し
て
人
口
に
膾
炙
し
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
彼
女
が
長
ら
く
伊
与
局

に
あ
っ
た
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
表
３
の

５
に
あ
げ
た
次
の
伊
与
局
で
あ
る
和
気
家

子
が
「
故
女
院
撫
育
之
人
」
と
あ
る
よ
う

に
、
こ
の
嘉
楽
門
院
に
養
育
さ
れ
た
女
性

（
系
譜
不
明
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
女

房
の
ポ
ス
ト
に
あ
る
種
の
権
威
を
与
え
、

ラ
ン
ク
を
上
昇
さ
せ
た
の
で
は
な）

（

い
だ
ろ

う
か
。
和
気
氏
出
身
の
女
房
た
ち
の
系
譜

を
示
す
と
系
図
３
の
よ
う
に
な
る
よ
う
で

あ
る
。

２　

賀
茂
？
（
今
参
、
後
の
播
磨
局
？
）

　

永
享
七
年
頃
に
内
裏
に
、「
今
参
」
と

し
て
「
賀
茂
社
務
娘
」
で
賀
茂
富
久
の
妹

が
「
御
下
」
の
女
房
と
し
て
参
仕
し
始
め

て
い
る）

（

。
こ
の
女
房
は
、
内
裏
の
「
御

代
官
」
と
し
て
上
臈
・
御
乳
人
と
と
も

に
賀
茂
社
に
参
詣
し
た
り
（『
看
聞
』
永
享
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一
〇
・
三
・
一
九
）、「
上
臈
・
大
納
言
典
侍
・
宰
相
典
侍
・
勾
当
内
侍
・
御
今
参
」

と
あ
る
よ
う
に
上
級
の
女
房
た
ち
と
共
に
伊
勢
に
参
宮
し
た
り
し
て
お
り
（
同

前
嘉
吉
三
・
四
・
一
一
）、
単
な
る
下
級
の
女
房
と
は
思
え
な
い
。

　
『
看
聞
日
記
』
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
伊
与
局
の
産
ん
だ
皇
子
を
預
か
っ
て

養
育
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
皇
子
に
関
し
て
何
か
祝
い
事
を
催
す
場
合
に
は
、

内
裏
女
房
た
ち
を
大
勢
招
待
し
た
り
、
女
房
た
ち
か
ら
挨
拶
に
訪
れ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
際
、
例
え
ば
「
内
裏
上
臈
・
新
典
侍
・｛
広
橋
｝
め
ゝ

典
侍
・
宰
相
典
侍
・
勾
当
内
侍
・
伊
与
・｛
賀
茂
｝
今
参
等
参
、
有
二

一
献
一

、

得
選
・
女
官
・
女
嬬
等
皆
参
」（
同
前
文
安
四
・
一
一
・
二
八
）
の
よ
う
に
、
こ
の

賀
茂
氏
出
身
の
今
参
は
女
房
名
が
記
さ
れ
、
そ
の
他
大
勢
の
下
級
女
房
た
ち
と

は
区
別
さ
れ
て
、
上
級
女
房
た
ち
の
末
席
に
連
な
っ
て
い
る
。
彼
女
は
、『
看

聞
日
記
』
が
切
れ
た
後
、
関
係
史
料
が
乏
し
く
、「
今
参
」
と
い
う
名
前
が
取

れ
て
ど
の
よ
う
な
女
房
名
を
与
え
ら
れ
て
活
動
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

あ
え
て
推
測
し
て
み
る
な
ら
ば
、
伊
与
局
と
同
様
に
後
土
御
門
〜
後
奈
良
天
皇

期
に
内
裏
の
中
心
的
な
女
房
の
一
人
と
な
る
播
磨
局
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

　

前
述
、
元
伊
与
局
藤
原
信
子
が
従
二
位
に
叙
さ
れ
た
叙
位
の
際
に
、
従
五
位

上
に
叙
さ
れ
た
「
和
気
家
子
〔
命
婦
〕　

賀
茂
尚
子
〔
蔵
人
〕」
の
う
ち
の
賀
茂

尚
子
が
こ
の
今
参
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
（『
後
法
興
院
記
』
文
正
元
・
四
・

一
九
）。
後
土
御
門
天
皇
代
の
播
磨
局
は
、
そ
の
出
自
を
語
る
史
料
は
ほ
と
ん

ど
な
い
が
、『
実
隆
公
記
』
に
「
賀
茂
康
久
息
女
五
才
〔
播
磨
局
相
続
也
〕」（
明

応
七
・
八
・
一
〇
）
と
見
え
る
よ
う
に
、
後
任
に
賀
茂
氏
の
女
子
を
内
裏
に
迎
え

て
お
り
、
自
身
も
賀
茂
氏
の
出
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

３　

御
乳
人

　

す
で
に
別
稿）

（

で
触
れ
た
よ
う
に
、
正
長
元
年
に
伏
見
宮
貞
成
親
王
の
皇
子
彦

仁
が
後
花
園
天
皇
と
し
て
践
祚
す
る
ま
で
、こ
の
彦
仁
や
貞
成
の
第
一
皇
女（
あ

こ
こ
、
後
の
入
江
殿
性
恵
）
の
乳
母
だ
っ
た
女
性
で
あ
り
、
宮
家
の
女
官
で
賀
々

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
践
祚
に
あ
た
っ
て
宮
家
か
ら
迎
え
入
れ
ら
れ
た
際
、「
上

臈
女
房
一
人
・
御
乳
母
一
人
」
が
付
け
ら
れ
た
が
（『
薩
戒
記
』
正
長
元
・
七
・

一
三
）、
そ
の
「
御
乳
母
」
が
彼
女
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
女
は
、
宮

家
の
近
臣
庭
田
重
有
の
妾
で
、
内
裏
に
参
仕
す
る
以
前
に
す
で
に
七
〜
八
人
、

子
供
を
産
ん
で
お
り
、
さ
ら
に
内
裏
に
参
仕
し
て
か
ら
も
子
を
産
ん
で
い
る
が

（『
看
聞
』
永
享
三
・
九
・
二
五
）、
出
自
は
不
明
で
あ
る
。
文
安
四
年
ま
で
は
活
動

が
追
え
る
が
（『
看
聞
』
文
安
四
・
一
一
・
二
二
）、
そ
の
後
は
不
明
で
あ
る
。

　

内
裏
と
伏
見
宮
家
を
兼
参
し
、
貞
成
に
と
っ
て
は
、
子
息
で
あ
る
後
花
園
天

皇
の
様
子
を
知
る
た
め
ば
か
り
で
な
く
、内
裏
・
院
御
所
・
室
町
殿
な
ど
の
様
々

な
情
報
得
る
た
め
の
大
事
な
情
報
源
で
あ
っ
た
。
天
皇
が
大
き
く
な
る
と
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
連
絡
や
物
品
の
進
上
・
下
賜
を
担
う
ば
か
り
で
な
く
、
宮
家
の

蔵
書
な
ど
を
天
皇
の
求
め
に
応
じ
て
進
覧
す
る
際
の
運
び
手
と
も
な
っ
た
。
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永
享
六
年
頃
に
は
、
そ
の
活
動
の
主
体
は

内
裏
の
方
に
比
重
が
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
っ

た
ら
し
く）

（

、
永
享
五
年
段
階
で
は
、
内
裏
内

に
局
を
持
た
ず
、
大
納
言
典
侍
の
局
に
間
借

り
す
る
形
で
勤
め
て
い
た
が（『
看
聞
』永
享
五
・

一
・
一
三
）、
永
享
九
年
に
は
、
里
下
り
す
る

た
め
に
内
裏
近
く
の
「
一
条
辺
家
」
を
内
裏

の
助
成
で
買
い
求
め
て
移
住
し
て
い
る
（
同

前
永
享
九
・
一
・
二
六
、三
・
四
）。
こ
れ
は
、
永
享

七
年
一
二
月
に
宮
家
が
伏
見
よ
り
京
都
一
条

東
洞
院
に
移
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
両
方

へ
の
参
仕
に
便
利
な
よ
う
に
落
ち
着
き
場
所

を
設
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

ま
だ
ま
だ
不
十
分
な
点
が
多
い
が
、
今
回
後
花
園
天
皇
時
代
の
禁
裏
女
房
の

復
元
を
行
っ
た
結
果
、
前
稿
で
提
示
し
た
後
土
御
門
天
皇
時
代
の
女
房
の
在
任

一
覧
図
（
前
稿
表
３
）
と
不
整
合
な
点
が
判
明
し
、
そ
れ
を
修
正
し
た
も
の
が

次
の
表
４
で
あ
る
。

　

女
房
名
に
つ
い
て
は
、
藤
原
顕
子
の
よ
う
に
氏
＋
名
を
原
則
と
し
、（
）
を

付
し
て
、
そ
こ
で
父
の
名
＋
女
を
示
し
、
所
属
す
る
家
が
わ
か
る
よ
う
に
し
た
。

播
磨
局
と
伊
与
局
は
女
房
名
に
（
）
を
付
け
て
氏
名
を
記
し
た
。

　

大
き
な
変
更
は
、
内
侍
に
「
菅
原
？
（
東
坊
城
益
長
女
）」
を
加
え
た
こ
と
で

あ
る
。

　

ま
た
人
数
に
つ
い
て
、
表
１
の
最
下
段
に
提
示
し
た
よ
う
に
、
最
多
で
一
三

人
、
最
少
で
四
人
と
差
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
史
料
的
な
問
題
で
あ
ろ
う
。
試
み

に
？
印
を
数
え
た
分
も
加
算
し
て
み
る
と
、大
体
一
一
〜
一
三
人
と
い
う
の
が
、
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ノ
ー
マ
ル
な
状
態
で
の
女
房
の
定
員
か
と
考
え
ら
れ
る
。
表
１
の
後
花
園
天
皇

践
祚
よ
り
永
享
四
年
ま
で
、
表
４
で
は
後
土
御
門
天
皇
践
祚
よ
り
文
明
二
年
あ

た
り
ま
で
は
や
や
少
な
め
な
の
は
、
院
の
御
所
（
仙
洞
）
が
併
存
し
て
い
る
こ

と
が
影
響
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
う
少
し
分
析
が
必
要
で
あ
る
が
、

内
裏
の
女
房
も
院
の
管
理
下
に
あ
り
、
仙
洞
の
女
房
が
内
裏
の
女
房
の
機
能
を

補
え
る
た
め
に
少
な
目
で
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。
永
享
五
年

の
後
小
松
院
、
文
明
二
年
の
後
花
園
院
の
崩
御
は
内
裏
の
女
房
に
つ
い
て
も
機

能
強
化
を
必
要
と
し
た
と
考
え
て
も
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

【
注
】

（
１
）
拙
稿
「
戦
国
時
代
禁
裏
女
房
の
基
礎
的
研
究
―
後
土
御
門
〜
後
奈
良
天
皇
期

の
内
裏
女
房
一
覧
―
」（『
愛
知
学
院
大
学
文
学
部
紀
要
』
四
四
、
二
〇
一
五
）。

以
下
、
前
稿
と
い
う
場
合
は
こ
の
論
考
を
指
す
。

（
２
）
拙
稿
「
室
町
時
代
の
女
房
に
つ
い
て
―
伏
見
宮
家
を
中
心
に
―
」（『
愛
知
学

院
大
学
人
間
文
化
研
究
所
紀
要
・
人
間
文
化
』
二
八
、
二
〇
一
三
）。

（
３
）
坂
本
和
久
「
室
町
時
代
の
公
武
の
密
通
に
つ
い
て
―
『
看
聞
日
記
』
を
中
心

に
―
」（『
福
岡
大
学
大
学
院
論
集
』
四
三
―
一
、
二
〇
一
一
）

（
４
）『
康
富
記
』
文
安
五
・
五
・
一
二
に
「
内
裏
上
臈
御
局
〔
裏
松
（
辻
）
中
納
言

妹
〕
今
日
逝
去
、
虚
労
之
違
例
云
々
、
御
年
三
十
二
云
々
」、『
師
郷
記
』
同
日
条

で
は
「
三
十
三
云
々
」
と
あ
り
、「
此
両
三
年
連
々
違
例
云
々
」
と
す
る
。

（
５
）『
看
聞
』
応
永
二
六
・
八
・
二
一
に
見
え
る
上
臈
は
、
こ
の
上
臈
の
先
任
に
あ

た
る
女
性
で
あ
ろ
う
か
。

（
６
）
吉
野
芳
恵
「
室
町
時
代
の
禁
裏
の
上
臈
―
三
条
冬
子
の
生
涯
と
職
の
相
伝
性

に
つ
い
て
―
」（『
国
学
院
雑
誌
』
八
五
―
二
、
一
九
八
四
）

（
７
）
彼
女
は
、『
看
聞
』
に
よ
れ
ば
、
木
寺
宮
と
密
通
事
件
を
起
こ
し
、
さ
ら
に
足

利
義
持
と
も
関
係
が
あ
っ
た
と
噂
さ
れ
て
い
る
（
応
永
二
五
・
一
〇
・
二
〇
）。

（
８
）
こ
の
後
円
融
の
代
に
は
、
正
親
町
三
条
家
の
実
音
の
娘
も
上
臈
と
な
っ
て
い

た
可
能
性
が
あ
る
（『
後
愚
昧
記
』
永
和
二
・
八
・
三
、
八
・
二
六
）。
実
音
も
正

親
町
三
条
家
の
出
で
、
や
は
り
彼
の
姉
妹
は
光
厳
院
の
妃
と
な
り
、
崇
光
・
後
光

厳
両
天
皇
を
産
み
、
女
院
号
を
宣
下
さ
れ
て
い
る
（
陽
禄
門
院
）。

（
９
）『
綱
光
公
記
』
寛
正
五
・
七
・
一
四
に
「
入
夜
典
侍
殿
有
二

御
出
一

」
と
見
え
る

の
は
綱
子
と
考
え
ら
れ
る
。

（
10
）
応
永
二
三
年
、
内
裏
に
小
番
が
編
成
さ
れ
、
公
家
た
ち
が
輪
番
で
内
裏
に
詰

め
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
称
光
天
皇
が
「
武
勇
有
二

御
好
一

、
太
刀
・
刀
・

弓
箭
等
翫
御
、
背
二

時
宜
一

者
近
臣
・
官
女
・
下
賤
輩
ま
て
も
、
以
二

金
鞭
一

有
二

御

打
擲
一

、
以
レ
弓
被
レ
遊
レ
之
」
と
い
う
有
様
で
、
そ
の
「
御
形
儀
」
が
人
々
の
噂

に
な
り
始
め
た
の
で
、
義
持
か
ら
の
進
言
を
受
け
た
後
小
松
院
は
、
広
橋
兼
宣
・

日
野
豊
光
・
同
有
光
を
遣
わ
し
て
諌
め
た
が
、
天
皇
が
聞
き
入
れ
な
い
た
め
、
義

持
が
天
皇
を
「
可
レ
奉
二

守
護
一

之
由
」
を
命
じ
て
設
け
た
制
度
で
あ
っ
た
（『
看
聞
』

応
永
二
三
・
六
・
一
九
）。
当
然
の
ご
と
く
、「
守
護
」
と
い
っ
て
も
実
際
は
監
視

が
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

（
11
）『
看
聞
』
応
永
二
五
・
九
・
六
、
一
〇
・
二
。
例
え
ば
『
看
聞
』
応
永
二
八
・

一
〇
・
二
に
「
持
経
事
、
主
上
御
酔
気
之
間
以
外
御
切
諌
、
い
さ
か
ひ
申
て
逐
電

云
々
、
侍
臣
い
さ
か
ひ
冠
被
二

打
落
一

事
ハ
虚
説
也
、
三
位
出
京
、
実
説
語
レ

之
」

と
見
え
て
い
る
こ
と
な
ど
。

（
12
）
南
朝
の
小
倉
宮
が
出
奔
し
て
い
る
（『
満
済
准
后
記
』
正
長
元
・
七
・
八
）。
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（
13
）『
看
聞
』
永
享
六
・
二
・
九
、
二
・
一
四
、
二
・
一
六
。

（
14
）『
看
聞
』
永
享
六
・
六
・
九
、
六
・
一
二
。

（
15
）『
管
見
記
』
嘉
吉
二
・
五
・
二
五
。
後
に
そ
れ
は
事
実
と
し
て
公
表
さ
れ
た
ら

し
い
（『
親
長
卿
記
』
文
明
三
・
一
・
一
五
、『
宣
胤
卿
記
』
文
明
一
三
・
七
・
二

六
な
ど
）。

（
16
）『
建
内
記
』
の
記
主
万
里
小
路
時
房
が
こ
の
点
を
指
摘
し
た
の
は
、
後
光
厳
院

流
天
皇
家
の
伝
統
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
感
じ
ら
れ
、
後
花
園
天
皇
を
崇

光
院
流
に
位
置
付
け
よ
う
と
い
う
伏
見
宮
家
の
貞
成
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
17
）『
看
聞
』
永
享
九
・
四
・
一
四
、
同
一
〇
・
二
・
一
〇
な
ど
。
嘉
吉
元
年
四
月

の
賀
茂
祭
に
は
資
親
の
沙
汰
に
よ
っ
て
女
使
に
立
っ
て
い
る
（『
建
内
記
』
四
・

一
六
、『
師
郷
記
』
四
・
一
九
）。

（
18
）『
看
聞
』
永
享
三
・
四
・
一
五
、『
薩
戒
記
』
永
享
六
・
四
・
一
四
、『
薩
戒
記

目
録
』
永
享
九
・
三
・
一
七
な
ど
。

（
19
）
以
上
『
公
卿
補
任
』『
弁
官
補
任
』『
建
内
記
』
等
に
よ
る
。

（
20
）『
看
聞
』
永
享
八
・
一
〇
・
一
五
、
一
〇
・
一
七
、
一
〇
・
二
五
、
一
〇
・
二

九
、『
経
覚
私
要
抄
』
同
八
・
一
一
・
八
な
ど
）

（
21
）
前
稿
（
注
（
１
））
の
典
侍
の
項
に
所
載
し
た
広
橋
顕
子
を
参
照
。

（
22
）
永
徳
二
（
一
三
八
二
）
年
四
月
後
小
松
天
皇
即
位
と
と
も
に
、
勾
当
内
侍
の

地
位
に
就
い
た
の
は
藤
原
蔭
子
で
、
高
倉
範
蔭
の
次
女
で
あ
り
（『
後
愚
昧
記
』

永
徳
二
・
四
・
一
九
）、
後
円
融
天
皇
の
勾
当
内
侍
か
ら
そ
の
譲
位
後
典
侍
と
な
っ

て
民
部
卿
と
号
し
た
女
性
の
姪
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
彼
女
は
、
就
任
直
後

に
内
裏
を
突
如
出
奔
し
、
騒
ぎ
と
な
り
足
利
義
満
ま
で
参
内
し
て
捜
索
の
結
果
、

内
裏
に
隣
接
す
る
長
講
堂
の
板
敷
の
下
に
い
た
と
こ
ろ
を
発
見
さ
れ
る
と
い
う
事

件
を
起
こ
し
て
い
る
（『
後
愚
昧
記
』
永
徳
二
・
八
・
二
五
）。
そ
の
後
彼
女
が
更

迭
さ
れ
た
と
い
う
記
事
も
見
当
た
ら
ず
、
代
始
め
の
こ
と
で
も
あ
り
、
ま
た
彼
女

が
吉
野
氏
の
論
文
で
勾
当
内
侍
に
比
定
さ
れ
た
高
倉
能
子
で
あ
れ
ば
、
氏
が
指
摘

す
る
よ
う
に
義
満
の
寵
愛
を
受
け
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
件
は
不
問
に
付
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
後
、
応
永
元
年
よ
り
一
六
年
あ
た
り
ま
で
活
動
の
記
事
が

見
え
る
勾
当
内
侍
は
、
一
応
こ
の
高
倉
範
蔭
の
娘
と
し
て
お
く
。
恐
ら
く
応
永
一

九
年
、
後
小
松
譲
位
後
も
勾
当
内
侍
の
地
位
に
あ
り
、
応
永
二
七
年
三
月
一
六
日

に
勾
当
内
侍
を
辞
し
て
典
侍
と
な
り
、
同
日
に
出
家
し
て
典
侍
禅
尼
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（『
看
聞
』）。

（
23
）『
看
聞
』
応
永
二
四
・
四
・
五
、
同
二
六
・
一
〇
・
二
五
な
ど
。

（
24
）『
看
聞
』
応
永
三
一
・
一
一
・
一
六
に
よ
れ
ば
、
能
子
の
姪
に
あ
た
る
と
い
う
。

（
25
）『
看
聞
』
永
享
八
・
一
・
二
六
、
同
九
・
一
・
二
六
、
同
一
〇
・
一
・
二
三
、

そ
れ
に
同
一
三
・
一
・
二
九
。
永
享
一
一
年
と
一
二
年
は
日
記
が
欠
け
て
不
明
で

あ
る
が
、
同
様
と
思
わ
れ
る
。

（
26
）『
康
富
記
』
文
安
元
・
四
・
一
八
、『
師
郷
記
』
同
三
・
四
・
二
四
、
宝
徳
元
・

四
・
二
三
。

（
27
）
長
頼
は
応
永
二
三
・
正
・
二
二
以
前
に
亡
く
な
っ
て
お
り
（『
看
聞
』）、
早
く

か
ら
叔
母
茂
子
の
も
と
で
養
育
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（
28
）『
晴
富
宿
禰
記
』
文
明
一
〇
・
九
・
一
七
に
見
え
る
「
前
長
階
」
は
こ
の
孝
子

の
可
能
性
が
あ
る
。
な
ら
ば
文
明
一
〇
（
一
四
七
八
）
年
頃
ま
で
は
存
命
で
あ
っ

た
こ
と
に
な
る
。

（
29
）
院
の
女
房
と
し
て
の
活
動
は
、『
看
聞
』
応
永
二
七
・
三
・
一
四
、
同
三
二
・

一
二
・
二
六
、『
兼
宣
公
記
』
応
永
三
一
・
一
一
・
二
〇
な
ど
に
見
え
る
。

（
30
）
前
稿
で
「
菅
原
孝
子
」
と
し
て
掲
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
「
菅
原
？
」
と

す
べ
き
で
あ
る
。

（
31
） 松
子
が
内
裏
に
参
仕
し
た
の
は
、
文
明
八
年
の
こ
と
で
あ
り
（『
実
隆
公
記
』
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文
明
八
・
一
・
七
）、
こ
の
女
性
と
は
別
人
と
考
え
ら
れ
る
。

（
32
）
他
に
『
親
長
卿
記
』
文
明
二
・
一
〇
・
二
四
、
同
三
・
一
・
三
な
ど
。
ま
た

院
の
崩
御
に
際
し
て
素
服
を
与
え
ら
れ
て
い
る
（
同
文
明
三
・
二
・
二
七
）。）

（
33
）『
看
聞
』
永
享
一
三
・
一
・
一
三
、
一
・
一
五
。

（
34
）
注
（
22
）
で
触
れ
た
高
倉
範
蔭
の
娘
蔭
子
（
後
小
松
天
皇
の
勾
当
内
侍
？
）、

そ
し
て
そ
の
伯
母
で
後
円
融
天
皇
の
代
の
勾
当
内
侍
（
春
子
）
は
、
今
の
と
こ
ろ

系
譜
が
不
明
な
た
め
こ
の
系
図
に
は
所
載
し
て
い
な
い
。　

（
35
）『
建
内
記
』
文
安
四
・
一
・
一
四
、
四
・
二
〇
、
四
・
二
三
。

（
36
）『
御
湯
殿
上
日
記
』
文
明
九
・
四
・
四
、
明
応
九
・
一
二
・
一
一
、
享
禄
三
・
一
・

四
な
ど
。

（
37
）
台
所
別
当
は
、
伊
与
局
に
固
定
さ
れ
て
い
た
訳
で
な
い
こ
と
は
、
後
小
松
天

皇
の
時
期
の
台
所
別
当
が
播
磨
局
を
称
し
た
女
房
が
任
じ
ら
れ
て
い
た
（『
教
言

卿
記
』
応
永
一
四
・
九
・
九
、『
応
永
年
中
楽
方
記
』
応
永
一
五
・
八
・
二
四
）。

彼
女
も
や
は
り
和
気
氏
の
女
性
で
、
邦
成
の
娘
、
郷
成
の
姉
妹
に
あ
た
る
女
性
で

あ
っ
た
（『
吉
田
家
日
次
記
』
応
永
八
・
四
・
一
二
）。

（
38
）
彼
女
の
実
家
で
あ
る
持
明
院
家
に
戻
さ
れ
て
も
よ
さ
そ
う
な
感
じ
が
す
る
が
、

彼
女
の
実
父
の
基
親
は
す
で
に
応
永
二
六
年
に
薨
じ
て
お
り
（『
公
卿
補
任
』）、

そ
の
家
も
す
で
に
参
議
以
上
に
任
官
で
き
な
い
非
参
議
ど
ま
り
の
家
に
低
下
し
て

い
た
こ
と
が
原
因
な
の
で
あ
ろ
う
。

（
39
）
伏
見
宮
に
出
入
り
し
て
い
た
和
気
茂
成
（
田
村
航
「
貞
成
親
王
と
和
気
茂
成

-

伏
見
宮
の
連
歌
会
か
ら-

」『
芸
能
史
研
究
』
二
○
五
、二
○
一
四
）
で
あ
る
が
、

内
裏
伊
予
局
に
つ
い
て
は
、
兄
弟
の
保
成
の
方
が
、
応
対
す
る
こ
と
が
多
い
。
伊

予
局
の
管
理
は
、
嫡
流
の
権
限
下
に
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

（
40
）『
看
聞
』
永
享
七
・
一
〇
・
二
三
、
同
八
・
一
二
・
六
。

（
41
）
拙
稿
「
室
町
時
代
の
女
房
に
つ
い
て
―
伏
見
宮
家
を
中
心
に
―
」（『
愛
知
学

院
大
学
人
間
文
化
研
究
所
紀
要
・
人
間
文
化
』
二
八
、
二
〇
一
三
）

（
42
）『
看
聞
』
永
享
六
・
六
・
二
八
に
「
御
乳
人
参
、
自
二

去
月
一

内
裏
祇
候
不
レ

得
二

寸
暇
一

之
間
、
久
不
レ

参
云
々
」
と
か
、
八
・
一
九
に
「
御
乳
人
参
、
於
二

于
今
一

内

裏
不
断
祇
候
、
客
人
也
、
珍
敷
雑
談
」
と
あ
る
。


